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むつ市議会第２０４回定例会会議録 第３号

平成２２年６月１８日（金曜日）午前１０時開議議事日程 第３号

◎諸般の報告

【一般質問】

第１ 一般質問（市政一般に対する質問）

（１）６番 新 谷 功 議員

（２）５番 横 垣 成 年 議員

（３）１番 澤 藤 一 雄 議員

（４）26番 斉 藤 孝 昭 議員

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ



- 52 -

出席議員（２４人）

１番 澤 藤 一 雄 ２番 新 谷 泰 造

３番 浅 利 竹 二 郎 ４番 工 藤 孝 夫

５番 横 垣 成 年 ６番 新 谷 功

７番 鎌 田 ち よ 子 ８番 目 時 睦 男

９番 野 呂 泰 喜 １０番 川 端 一 義

１１番 中 村 正 志 １３番 佐 々 木 隆 徳

１４番 菊 池 広 志 １５番 半 田 義 秋

１６番 千 賀 武 由 １８番 山 本 留 義

１９番 岡 崎 健 吾 ２０番 馬 場 重 利

２１番 山 崎 隆 一 ２３番 髙 田 正 俊

２４番 村 川 壽 司 ２５番 冨 岡 幸 夫

２６番 斉 藤 孝 昭 ２７番 村 中 徹 也

欠席議員（３人）

１２番 富 岡 修 １７番 白 井 二 郎

２２番 川 端 澄 男

説明のため出席した者

市 長 宮 下 順 一 郎 副 市 長 野 戸 谷 秀 樹

教 育
委 員 会 山 本 文 三 教 育 長 遠 島 進
委 員 長

公 営 企 業 代 表遠 藤 雪 夫 小 川 照 久管 理 者 監 査 委 員

農 業選 挙 管 理 委 員 会委 員 会 佐 々 木 鉄 郎 福 永 忠 雄会 長委 員 長 職 務 代 理

会 計
管 理 者

総 務 総 務阿 部 昇 澤 畑 正 敏政 策 部 長 政 策 部
理 事
出 納 室 長

財 務 部
財 務 部 長 下 山 益 雄 税 務 赤 田 比 等 史

調 整 監

保 健 福 祉民 生 部 長 齋 藤 秀 人 鴨 澤 信 幸部 長

経 済 部 長 櫛 引 恒 久 建 設 部 長 山 本 伸 一

選 挙 管 理 監 査 委 員委 員 会 成 田 晴 光 石 田 武 男事 務 局 長事 務 局 長



- 53 -

農 業
委 員 会 吉 田 薫 教 育 部 長 佐 藤 節 雄
事 務 局 長

公 営 川 内 庁 舎佐 藤 純 一 布 施 恒 夫企 業 局 長 所 長

大 畑 庁 舎 脇 野 沢若 松 通 片 山 元所 長 庁 舎 所 長

総 務 総 務
政 策 部 政 策 部伊 藤 道 郎 花 山 俊 春政 策 副 理 事
推 進 監 総 務 課 長

財 務 部 民 生 部
政 策 奥 川 清 次 郎 政 策 奥 島 愼 一
推 進 監 推 進 監

民 生 部 経 済 部副 理 事 山 田 邦 夫 政 策 中 嶋 達 朗環 境 政 策 推 進 監課 長

経 済 部 建 設 部副 理 事 室 館 利 光 政 策 清 藤 巡 一農 林 水 産 推 進 監課 長

建 設 部建 設 部 副 理 事副 理 事 齊 藤 鐘 司 鏡 谷 晃都 市 建 築土 木 課 長 課 長

教 育 総 務委 員 会 政 策 部事 務 局 安 ・ 哲 雄 野 藤 賀 範総 務 課政 策 総 括 主 幹推 進 監

総 務
政 策 部 財 務 部髙 橋 聖 吉 田 正企 画 調 整 管 財 課 長
課 長

保 健 経 済 部
福 祉 部 農 林丸 岡 弘 人 畑 中 誠障 害 福 祉 水 産 課
課 長 総 括 主 幹

経 済 部 建 設 部
農 林 都 市二 本 柳 茂 荒 谷 保水 産 課 建 築 課
総 括 主 幹 総 括 主 幹

教 育
建 設 部 委 員 会
下 水 道 杉 山 重 行 事 務 局 上 林 京 一
課 長 生 涯 学 習

課 長

教 育
委 員 会 大 畑 庁 舎事 務 局 室 舘 幸 一 産 業 建 設 阿 部 等学 校 課 長教 育 課
総 括 主 幹



- 54 -

民 生 部 総 務
環 境 政 策 部加 藤 博 澁 田 剛政 策 課 総 務 課
主 幹 主 任 主 査

事務局職員出席者

事 務 局 長 須 藤 徹 哉 次 長 澤 谷 松 夫

総 括 主 幹 濱 田 賢 一 総 括 主 幹 金 澤 寿 々 子

主 任 主 査 石 田 隆 司 主 事 井 戸 向 秀 明



- 55 -

◎開議の宣告

午前１０時００分 開議

〇議長（村中徹也） ただいまから本日の会議を開

きます。

ただいまの出席議員は23人で定足数に達してお

ります。

◎会議録署名議員の追加指名

〇議長（村中徹也） この際、会議録署名議員が不

在となりましたので、会議録署名議員を追加指名

いたします。

13番佐々木隆徳議員を指名いたします。

◎諸般の報告

（ ） 、 、〇議長 村中徹也 本日 諸般の報告については

特に申し上げる事項はありません。

〇議長（村中徹也） 本日の会議は議事日程第３号

により議事を進めます。

◎日程第１ 一般質問

〇議長（村中徹也） 日程第１ 一般質問を行いま

す。

質問の順序は、抽せんにより新谷功議員、横垣

成年議員、澤藤一雄議員、斉藤孝昭議員、鎌田ち

よ子議員、目時睦男議員、新谷泰造議員、野呂泰

喜議員、浅利竹二郎議員、工藤孝夫議員、千賀武

由議員、中村正志議員の順となっております。

本日は、新谷功議員、横垣成年議員、澤藤一雄

議員、斉藤孝昭議員の一般質問を行います。

◎新谷 功議員

〇議長（村中徹也） まず、新谷功議員の登壇を求

めます。６番新谷功議員。

（６番 新谷 功議員登壇）

〇６番（新谷 功） おはようございます。民主党

むつ市支部の新谷功でございます。新庁舎の議場

においての第201回定例会、第202回定例会、第

203回定例会において、いずれも一般質問のトッ

プ登壇の栄誉を与えてくださいました村中議長、

中村正志副議長及び議員各位のご配慮に深く感謝

を申し上げる次第でございます。

一般質問トップ登壇を担うに当たり、その任の

重さと強いプレッシャーを感じておる次第でござ

います。今後も我がふるさとむつ市の限りない発

、 、展を追い求め 市民の幸せのため全身全霊を傾け

私に与えられた任務を全うしなければならないと

改めて心を引き締めている次第でございます。

さて、今世界では４年に１度開催されるサッカ

ーのワールドカップ南アフリカ大会が開催されて

おります。１次リーグＥ組の岡田監督率いるサム

ライニッポンは、フリー・ステイト競技場でカメ

ルーンと対戦し、１対ゼロで下し、１次リーグの

初戦を勝利で飾りました。日本代表選手は、開会

前の試合で１勝もできないまま本戦に臨んだので

あります。だれもが日本の勝利はないものとあき

らめておったことと思います。なぜなら、日本は

世界ランキング45位、カメルーンは世界ランキン

グ19位と格上の相手だったからであります。しか

し、日本代表選手団は、開会前の試合がうそのよ

うなはつらつとしたプレーが攻守に見られ、格上

のカメルーンから勝利をもぎ取ったのでありま

す。

あす19日オランダ戦、24日はデンマークとの対

戦になるわけでありますが、決勝トーナメントを

目指し頑張ってほしいものと心からエールを送り
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たいと思います。

また、日本では夏の陣、つまり参議院選挙に向

けて激しい攻防戦が繰り広げられようとしており

ます。我が民主党も諸般の事情により鳩山総理、

小沢幹事長の辞任を受け、菅内閣が６月８日正式

に発足いたしました。菅直人首相は、就任の会見

で強い経済、強い財政、強い社会保障を掲げて最

小不幸社会の実現を目指す考えを表明いたしまし

た。奇兵隊内閣、草の根政治、山口県宇部市出身

の菅直人首相は、菅内閣を幕末の獅子、長州の高

杉晋作がつくった奇兵隊になぞらえ、自らを庶民

派宰相とアピールしたのであります。奇兵隊は、

今さら語るまでもなく、武士や農民が身分を超え

て集まり、倒幕で活躍した集団であります。菅氏

は、高杉晋作は逃げるときも速いし、攻めるとき

も速い、日本の停滞を打ち破るには果断に行動す

ると高らかに宣言し、高尚な船出をしたのであり

ます。

昨年の８月に劇的な政権交代をなし遂げて以来

８カ月余、今度こそ初心に立ち返り、新しい政治

。 、を国民に示してほしいと願うのであります 私は

そのことは可能であると確信するものでありま

す。

参議院選挙の日程もほぼ確定したようでありま

す。６月24日公示、７月11日投開票であります。

圧倒的な勝利をおさめ、新しい政治スタイルで日

本を導いてほしいと強く強く願うものでありま

す。

さて、むつ市議会第204回定例会に当たり、当

市の諸問題について通告の順に従いましてお伺い

いたしたいと存じます。市長におかれましては、

よろしくご答弁をくださるようお願いいたしま

す。

まず最初に、市長の政治姿勢についてお伺いい

たします。私は、このことについて、さきのむつ

市議会第196回定例会においても一般質問させて

いただきました。宮下市長は、平成19年７月15日

執行のむつ市長選挙に立候補し、見事初当選を飾

り今日に至っておりますことはご案内のとおりで

ございます。市長は、立候補に当たり７つの公約

を掲げ、その実現達成のため日夜奮励、努力をい

たしていることは、私のみでなく議員各位、職員

の諸君、また多くの市民の皆様が注目し、関心を

持っておるところでございます。

公約の１点目として「まちづくりの主役は市

」、 「 」、民 ２点目として 最少の経費で最大の効果を

３点目として「こどもは地域のたからもの 、４」

点目として「むつ市のうまいは日本一 、５点目」

として「大切なのは地域のきずな 、６点目とし」

て「安心して暮らせる毎日が基本 、７点目とし」

「 “ ”」 、て 公共事業は地域の いしずえ を挙げられ

むつ市を日本のむつ市、いや世界のむつ市と変貌

させていこう、そのために職員の意識改革が必要

だと強い強いメッセージを発したわけでございま

す。

、むつ市議会第142回臨時会の市長就任あいさつ

そして平成20年１月４日のむつ商工会議所主催に

よる新年祝賀会での市長年頭あいさつ、さらには

平成20年２月29日のむつ市議会第195回定例会に

おける市長施政方針、臨時会では市政運営基本方

針として３点を取り上げ、熱い思いで胸のうちを

語り、とても格調高い就任のごあいさつでありま

した。高揚感と使命感を持って、力強く宣言され

たのであります。市民の多くの皆様方に将来に対

する強い希望を抱かせ、与え、やる気を起こさせ

ようと鼓舞したのであります。市長は、私も頑張

りますから、市民の皆様方も頑張ってください、

また職員にはこれまでの意識を改革し、職務に精

励してほしい旨を述べられたわけでございます。

議場にいる私一人のみならず、全議員はその意気

込みに熱い感動を覚えたのであります。

そこでお伺いをいたしたいと存じます。市長就
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、 、任時にお示しした７つの公約について その成果

問題点、また今後の取り組みについてお伺いいた

します。

２点目として、任期１年余となりました現在、

何か新しい施策、取り組みたい課題等を考えてお

られましたらお示ししていただきたいと存じま

す。このことについては、中村正志副議長初め数

名の同僚議員の皆様方も一般質問を考えておられ

るようでございますので、そのことを踏まえ再質

問をさせていただきたいと存じます。よろしくお

願い申し上げる次第でございます。

次に、脇野沢赤坂地区における不法投棄につい

てお伺いいたします。この件につきましては、私

はさきのむつ市議会第201回定例会において一般

質問をしているのであります。この事件は、平成

20年３月18日、１通の匿名の投書が市役所に郵送

されたことが事件の発端となったことはご承知の

とおりであります。その内容は、脇野沢赤坂地区

の旧脇野沢村村有地に長年にわたり解体家屋の建

築廃材などが不法に、しかも大量に投棄されてき

たというまことに衝撃的な内容でありました。早

速市当局が調査に乗り出したところ、一般廃棄物

及び産業廃棄物が市所有地でありますむつ市脇野

沢赤坂55番地へ不適正に投棄されていたことは、

ほぼ間違いないものと判明したのであります。平

成４年ごろから平成16年ごろまでにかけての不法

投棄だということで、その事実を知ったとき、私

は唖然としたものであります。何よりもコンプラ

イアンス、つまり法令を遵守しなければならない

行政がこのような事件を12年間という長きにわた

って違法行為を繰り返してきたということはまこ

とに言語道断の行為であり、ダイオキシン等環境

問題を考えますと、人体に与える影響ははかり知

れないものがあろうかと思うのであります。しか

し、この件に関しての民事、刑事上の責任は、法

の訴追期限が消滅したということで不問にされよ

うとしているのであります。まことに解せないこ

とと言わざるを得ません。

私は、このたびのような事件が再び起きること

があってはならないという強い思いから、この不

法投棄問題を取り上げた次第でございます。決し

て風化させてはならないと思うのであります。

この件に関しましては、当時の担当職員が村長

に対し、違法行為であるといって再三再四にわた

ってやめるようにと進言したのにもかかわらず、

そのことに耳をかさず、またその声を無視し、違

法行為を繰り返し続けたと伺っております。違法

行為と認識しておりながら決裁した当時の村長の

責任は、非常に重いものがあろうかと存じます。

私は、このようなことはごみの不法投棄のみな

らず、行政においても同僚職員に違法行為、また

不適切な事例があったとしても、それをとめる、

そのことを言えない風潮があるのではないかと思

うのであります。お互いにお互いを見て見ぬ振り

をし、繕い、いわゆる村社会を形成しているので

はないかと思うのであります。このような事実が

あったとしたならば、まことにゆゆしい問題だと

言わざるを得ないのであります。

市長は、事あるごとにコンプライアンス、つま

り法令遵守を職員に求めております。今後このよ

うな事例等が起きないよう、いま一度注意を喚起

すべきものと考えるがいかがなものでしょうか。

脇野沢赤坂地区における不法投棄については、

去る平成21年８月28日の行政報告によりますと、

不法投棄現場内に貯留している浸透水の流出防止

対策として、鋼矢板による遮水壁の構築及び雨水

の浸透抑制対策として、シートにより不法投棄現

場全体のキャッピング工事が発注され、入札が行

われました。昨年11月30日をもって工事が完成さ

れ、今日に至っておる次第でございます。その後

については、今定例会の初日の６月８日、脇野沢

赤坂地区における不法投棄についての行政報告が
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なされました。そこで、次の４点についてお伺い

いたしたいと存じます。

１点目として、廃棄物の不法投棄量が6,200ト

ンないし9,000トンと推定されているが、その根

拠、また撤去費用が６億円以上と試算されている

が、その根拠、また撤去方法についてもお示しい

、 。ただきたいと このように思うわけでございます

２点目として、去る６月８日の行政報告によれ

ば、今後も調査地点において環境基準、または排

水基準について継続して調査を行う旨の報告があ

りましたが、いつまで調査を行うつもりなのか。

また、調査を継続しなければならない理由をお示

しいただきたいと思います。

３点目として、現在までの調査等に要した費用

についてお示しいただきたいと思います。

４点目として、今後の撤去計画のスケジュール

をお示しいただきたいと思います。

以上、４点についてお伺いいたします。市長に

おかれましては、よろしくご答弁くださるようお

願い申し上げます。

さて、６月はジューンブライド、つまり６月の

花嫁と直訳されております。６月に結婚した花嫁

は幸せになるという、もともとはヨーロッパから

の伝承で、その由来には諸説がございます。ヨー

ロッパの６月は１年じゅうで最も雨が少なく、よ

、 、い天気が続き 加えて復活祭も行われることから

ヨーロッパ全体が祝福ムードであふれ、６月の花

嫁は幸せになれるという説から発せられておりま

す。むつ市におきましては、市民の皆さんが待ち

に待ったムチュラン１世がマダム・ムチュリーと

結婚することになりました。まことに喜ばしく、

ほほ笑ましいことであります。市長は、２人の仲

人となるのでしょうか、それとも親御さんになる

のでしょうか。

あるお母さんが話しておりました。子供が保育

園から帰ってきたら 「ムチュランが結婚するん、

。 。 。だって 結婚式もするんだって いつやるのかな

結婚式に行きたいから聞いてきてちょうだいね」

と言われたと笑いながら話していました 「本当。

にムチュランはどこへ行っても子供たちの人気者

で、すぐ子供たちに囲まれているからね 「本」、

当に結婚式やるなら、広い屋根のある場所がいい

な。例えば克雪ドームとかホテルとかでやって、

市内の保育園児や幼稚園児を招待してほしいな」

という話題で持ち切りだと言っておりました。市

長も結婚式を開催したい旨をさきの東奥日報、デ

ーリー東北等にコメントを載せておりましたが、

このことも心にとどめ、市長が標榜する「こども

は地域のたからもの 、子供たちに大きな夢を与」

えてほしいと思います。

そして、ムチュラン１世とマダム・ムチュリー

は、夫婦で手を携えてむつ市をもっともっと盛り

上げてほしいと、このように思うわけでございま

す。そして、来年はかわいい２世の誕生を願いつ

つ、私の壇上からの質問を終わらせていただきま

す。ご清聴ありがとうございました。

〇議長（村中徹也） 市長。

（宮下順一郎市長登壇）

〇市長（宮下順一郎） 新谷功議員のご質問にお答

えいたします。

まず、市長の政治姿勢についての１点目、市長

、 、 、選挙時の７つの公約について その成果 問題点

今後の取り組みについてのご質問であります。

平成19年７月の市長選挙において、私は新たな

未来へ挑戦という大きなテーマのもと 「まちづ、

くりの主役は市民 「こどもは地域のたからも」、

の 「むつ市のうまいは日本一」など７つの公」、

約を掲げさせていただきましたが、それに多くの

市民の皆様からの負託をいただき、現在この職に

ついております。このような意味から、私はこれ

らの公約については、その実現のために皆様方の

ご協力をいただきながら、この３年間、日々力を
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注いでまいった次第であります。

７つの公約についての成果等の主なものにつき

、 「 」 、ましては まず まちづくりの主役は市民 では

出前講座や市のホームページの充実等により市か

らの情報提供に積極的に努めるとともに、おでか

け市長室や市長への手紙という手法により市民か

らのご意見等を酌み上げることに努力しておりま

すが、今年度から５年間の計画期間で進められる

第５次行政改革においても、まちづくり理念の検

討という重点項目の中で、市民協働、参画の推進

と行政の役割の明確化についてさらなる検討を進

めてまいることとしております。

また、ことし３月に取りまとめたむつ市都市計

画マスタープランは、６回のワークショップを行

い、市民の皆様からのご意見をいただきながら策

定したものであります。今後においても、各種の

計画を立てる際はワークショップの開催やパブリ

ックコメント等を積極的に取り入れるなどによ

り、皆様方のご意見を市政に反映させてまいりた

いと考えております。

次に 「こどもは地域のたからもの」では、妊、

婦健診の充実や子育て支援対策としてのファミリ

ーサポートセンター事業の開始など、子育てに優

しいまちを目指すとともに、小中一貫教育の推進

や教育環境の整備充実に取り組んでまいりました

が、今年度はむつ市子ども夢育成基金の創設と、

その基金活用による中学生夢をはぐくむ体験入学

事業や、基金の活用事業ではありませんが、小学

生を対象とした有名スポーツ選手等との触れ合い

の場をつくるこころのプロジェクト「夢の教室」

開催事業の実施など、地域づくりは教育からとい

う思いで、将来のむつ市を背負って立つ子供たち

に夢や希望を持ってもらえるような事業に取り組

んでおります。これらの施策が結果として大きく

花を開かせるのは、少し先のことになりますが、

その熟成に期待しているところであります。

「安心して暮らせる毎日が基本」では、雇用機

会の創出につながる施策に重点を置いて取り組ん

でおりますが、特に産業政策課を創設し、一昨年

下北・むつ市経済産業会議、昨年は下北・むつ市

企業連携協議会を立ち上げたところであり、地域

の特徴的な業種としてのエネルギー関連事業等へ

の参入促進を図るためのマッチングフェアの開催

や資格取得のための講習会の開催支援を行うな

ど、産業の掘り起こしと雇用の創出に引き続き取

り組んでまいります。

また、高齢化がますます進展する中で、いわゆ

る交通弱者と言われる老人や障害者の方々の移動

には欠かせない公共交通については、新たな交通

体系も含めた利便性の高い公共交通のあり方など

について検討しているところであります。今後に

おきましても、バリアフリー化の促進、シルバー

世代の社会参加の促進、交通安全対策や消防防災

体制の整備など、市民の皆様が安心して暮らせる

安全で豊かなまちづくりを目指して各種施策を展

開してまいりたいと考えております。

「むつ市のうまいは日本一」では、ムッシュ・

ムチュラン１世の力もかりながら、元気むつ市応

、 、援隊を立ち上げるなど 農林水産物等の消費拡大

販売促進に向けた事業の推進に努めております。

今年度は、新規に地域ポータルサイト、まちづく

りサイトてっぺん下北を立ち上げ、むつ市の情報

を広く全国に発信することで地元産品の消費拡大

による産業の活性化をさらに図ってまいります。

また、下北観光協議会の事業ではありますが、

「ぐるりんしもきた観光ルートバス」や事業者の

企画事業であります駅から観タクンの運行など、

ことし12月の東北新幹線全線開業を視野に入れた

官民挙げての観光振興策にも力を入れております

が、当市を初めとした下北地域は、食資源と観光

資源はどこにも引けをとらない十分な魅力を持っ

ており、アクセスには多少の不便があるものの、
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これも逆手にとって、ゆっくりと流れる時間や、

いやしなどとの融合を図り、より輝きのある資源

として磨いていきたいと考えているところであり

ます。

さらには、地場産品の販売をしている関係団体

を対象とした商品開発、マーケティングセミナー

なども開催し、新商品開発の糸口をつかんでもら

う事業も予定しております。

「最少の経費で最大の効果を」では、財政の健

全化が大きな命題として立ちはだかっておりまし

たが、市民の皆様のご理解、ご協力のもとに、赤

字解消計画の着実な進捗が図られ、来年度決算に

おいての赤字からの脱却というシナリオが射程内

に入ってきております。今後においても、気を緩

めることなく、歳入確保や経費節減等に努め、赤

字解消計画の達成を確実なものとしてまいりたい

と考えております。

また、地方分権、地域主権の推進と相まって、

また住民意識が多様化する中で、増大する行政サ

ービスに対応していくためには職員の資質向上は

欠かすことのできない要素であり、研修等を通じ

ての人材育成や政策形成、経営管理といった行政

運営体制の整備についても第５次行政改革に沿い

検討してまいります。

「大切なのは地域のきずな」では、心が通い合

う地域社会の形成を目指して、各町内会等が実施

するコミュニティー活動に対する助成とともに、

むつ市町会集会所設置等補助金交付要綱の見直し

により、町内会活動の拠点となる集会施設に対す

る補助を強化しております。

また、旧大湊水源地水道施設が国の重要文化財

として指定を受けたことから、その保存活用につ

いて地域の連携力、市民協働のもと検討を進めて

いくこととしております。

「公共事業は地域の“いしずえ 」では、市民”

並びに議員各位のご理解ご協力をいただきなが

ら、念願でありました市庁舎の移転事業を無事に

終えたところであり、今後も利用者である市民の

皆様からのお声に耳を傾けながら、より利用しや

すい市庁舎にしてまいりたいと思うところであり

ます。

また、第三田名部小学校及び第一川内小学校の

建設、大畑消防署の建設といった教育、消防防災

施設の整備や漁港の整備のほか、各地区の道路整

備や側溝整備など、生活に密着した必要な公共事

業には力を抜くことなく取り組んでおります。中

央においては、コンクリートから人へというキャ

ッチフレーズが聞かれておりますが、私たちの地

域においては、地域の基盤整備のため、公共工事

は今後においても必要不可欠なものであると認識

しております。

以上、７つの公約について、その取り組みの主

なものを述べてまいりましたが、これらの施策が

１つだけの公約に関係しているのではなく、２つ

あるいは３つの公約に複合的に絡んでいるものも

あるということ、またもちろん市の最上位計画で

ある長期総合計画とも整合するものであることは

言うまでもありません。

また、形としてすぐに見えるものとそうでない

もの、すなわち幾つかの施策の積み重ねやある程

度の期間を経て、初めてその成果があらわれるも

のなどがあります。いずれにいたしましても、私

がお約束したこれらの公約について、さまざまな

施策、事業を推し進めてきたわけでありますが、

市民の皆様方にはある程度の評価をいただけるの

ではないかと考えております。

残された１年余りの任期においては、力を緩め

ることなく、さらに歩を進めてまいりますので、

議員各位並びに市民の皆様のご理解ご協力をよろ

しくお願いいたします。

次に、２点目の何か新しい取り組みを考えてい

ないかとのご質問でありますが、現在の７つの公
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約について、今はその完成度を上げることについ

て全力を傾けている状況であります。今後におい

ても、その公約に込められた理念を具現化する新

たな政策もあろうかとは思いますが、今は残され

た任期において市民の皆様とお約束した公約につ

いて精いっぱいの努力をしていくこととしており

ますので、ご理解を賜りたいと存じます。

次に、第２点目の脇野沢赤坂地区における不法

。 、投棄についてのご質問にお答えいたします まず

廃棄物の不法投棄量、撤去費用及び撤去方法につ

いてのご質問でございますが、不法投棄廃棄物の

量につきましては、平成20年６月のむつ市議会第

196回定例会の行政報告の中で関係資料などから

約9,000トンと推定し、お話しいたしましたが、

その後関係者からの聞き取りにより、野焼きをし

ており減量されているということから 約6,200ト、

ンに減量となったことを報告しております。その

後の脇野沢赤坂地区不法投棄事案に係る調査検討

業務の報告書により、実際にはほとんど焼却され

ておらず、原形をとどめている状況が試掘調査の

結果判明し、ごみ質組成調査、ボーリング調査、

測量調査等の結果としまして、廃棄物量は約１万

2,000トンと報告されております。

また、６億円以上と試算されている根拠と撤去

方法についてのご質問にお答えいたします。むつ

市議会第199回定例会の行政報告の中で、搬出撤

去工法、分別搬出撤去工法及び現位置安定化工法

の３つの工法が示されたことは議員ご承知のこと

と存じます。市といたしましては、リスク要因、

住民の安心安全、またトータルコスト経済性を考

慮し、分別搬出撤去工法が最も合理的な工法と考

えて示したのが概算事業費６億2,000万円でござ

います。

費用面についての詳細につきましては、担当部

長から説明をいたします。

次に、今後も水質調査をいつまで行うのか、ま

た継続しなければならない理由についてのご質問

にお答えいたします。この環境調査につきまして

は、青森県より周辺環境のモニタリングの強化と

定期的報告を求められておりますことや、浸透水

対策として遮水工事やキャッピングを実施してお

りますが、当該地内にはダイオキシンが検出され

ておりますことから、この環境調査は不法投棄さ

れた廃棄物を撤去し、現場周辺の生活環境の安全

が確認できるまで定期的に続けていく予定でおり

ますので、ご理解を賜りたいと存じます。

次に、現在まで調査した費用についてのご質問

につきましては、担当部長から説明いたします。

次に、撤去計画のスケジュールについてのご質

問にお答えいたします。コンサルタントより提出

されました実施設計の成果品を踏まえまして、廃

棄物の選別や水処理施設の規模など、設計書及び

仕様書を検討して経費削減を図るとともに、多額

の財政負担となりますので、市の財政運営を見き

わめながら進めていきたいと考えております。現

時点では、撤去計画スケジュールまで調整できて

おりませんので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（村中徹也） 民生部長。

〇民生部長（齋藤秀人） 撤去費用が６億円以上と

試算されている根拠、また撤去方法について市長

答弁に補足説明させていただきます。

分別搬出撤去工法によるトータルコスト、内訳

でございますが、概算事業費として４億7,700万

、 、 、円 それに加えまして 市の最終処分場を使用し

廃棄物を処分した場合には最終処分場の残余容量

が減少することになりますので、それに相当する

分の最終処分場を建設することを見込んでの経費

が１億4,500万円となり、合わせまして６億

2,000万円というものになります。ただし、市で

は新たに最終処分場を建設する予定はございませ

んので、概算事業費としては既に実施済みであり

ます遮水工事費用5,800万円を４億7,700万円から
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。差し引きまして４億1,900万円となっております

その内容といたしましては、水処理施設費用、廃

棄物撤去工事費用、残土及び覆土処理費用などに

なっております。今後は実施設計の成果品を検討

し、経費圧縮を図りたいと考えております。

次に、現在まで調査等に要した費用について市

長答弁に補足説明させていただきます。平成20年

度は６件で約1,551万円、平成21年度は８件で

、 。6,737万円 合計14件で約8,288万円でございます

主なものとしては、脇野沢赤坂地区不法投棄事案

に係る調査検討業務で約1,091万円、遮水工事、

キャッピング工事の浸透水対策関連で約5,474万

円、赤坂地区不法投棄現場廃棄物撤去事業実施設

計業務で約473万円、水質環境調査関連で約768万

円、またその他旧最終処分場の調査や現処分場の

残余容量調査などで480万円となっております。

以上がこれまでの脇野沢地区不法投棄関連に費や

した経費となってございます。

〇議長（村中徹也） ６番。

〇６番（新谷 功） ご答弁ありがとうございまし

た。

市長の７つの公約なのですけれども、今の答弁

によりますと、市長はそれなりに、１点目の「ま

ちづくりの主役は市民」であると、全く市長はこ

の１点目ばかりでなく、この７点にわたって本当

にいろんな努力をされてきていると、私はそのよ

うに思っております 「こどもは地域のたからも。

」、 、の この間の６月13日の斗南藩140年祭において

むつ市の小学生が会津若松市に赴いて、会津藩調

査隊というものも催されておって、その報告を聞

いて私は大変よかったなと。これも市長のそうい

う物事の考え方から、あるいは会津若松市との

、140年という長い歴史を今後も築いていきたいと

そのためにそのことを子供にも伝えていきたいと

いう思いがこういう発想になっているのではない

、 。かなと このように思っておるわけでございます

、 、また 先ほど壇上からもご紹介いたしましたが

、 、東奥日報 デーリー東北のムチュラン１世の結婚

いいお嫁さんが見つかったと。まことにこれはほ

ほ笑ましく、市長、これはお母さん方が本当に喜

んで、ぜひとも結婚式を行ってほしいと、このよ

うにおっしゃっていましたので、どうぞ市長のそ

、 。のような感性でもって ぜひとも実現するように

そしてその暁には、保育園の子供、それから幼稚

園の子供等をご招待して、そしてみんなでその結

婚式を祝福してあげたいなと、このように私自身

もそう思っていますので、ぜひともこの計画を具

現化していただきたいなと、このように思ってお

るわけでございます。

いずれにしても、たくさんこれありましょうけ

れども、今市長はとにかく何か新しい施策を考え

ているかと、こういったところも、おかたく、私

はこの７つの公約を、とりあえずこれを実現する

ために全力を傾けていると、このようなご答弁で

ございましたので、私はそれで結構だと、このよ

うに思うわけでございます。

いずれにしても市長、昨年は市制施行50周年、

合併５周年というわけで、１年じゅう多くのイベ

ントを繰り返してまいりました。職員の皆様方に

は本当にご苦労さんと言いたいくらい、もう日祭

日等も出勤していただいて、この催し物を本当に

盛り上げてくれたなと、ありがたいなと、こう思

っております。このことが市長、本当に市民に大

きな力を与えているのです。私は先ほど壇上から

市長の言葉を引用して、市民に鼓舞していると。

全くこのご時世にあってもむつ市民は元気なので

す、市長。私は、これ昨年の一般質問でも述べま

、 。したけれども 今でもその思いを持っております

是が非でもこういう雰囲気は継続して、むつ市民

を元気づけていただきたいと。そして、そのきわ

めつけがムチュランの結婚式です。重ねてお願い

申し上げますけれども、市長が仲人して、来年に
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なってまた２世が誕生したら、今度名づけ親にな

って、そして盛り上げていってほしいと、このよ

うに思っておるわけです。

市長は、むつ市は日本のむつ市と、このように

述べておりました。しかし、市長、市長はむつ市

の市長でなくなっているのではないかなと、私は

このように思っておるわけでございます。何でそ

れを言うかといえば、市長は５月26日から６月３

日まで国際会議に出席しておるわけでございま

。 、 、す 今広報紙を見ているけれども まさしく市長

おいしいものも日本一を目指し、今度はむつ市長

宮下順一郎は、日本の宮下順一郎と、そういう意

気込みで頑張っていってほしいと思うのです。私

は、杉山前市長に 「あなたは衆議院議員の国政、

選挙に出るべきだ」と、こうやって私は質問した

経緯があるのです。そのとき杉山肅前市長は、選

挙というのは、地盤、看板、かばんだと、どうも

私はそのかばんがちょっとあれだと、こういう発

言をされたのを今思い出しておるけれども、どう

ぞ市長、むつ市の市長でなく、国際舞台に躍り出

た市長でございますので、どうぞ将来的にはこれ

を念頭に置いてほしいと、私はこの場をかりて強

く要望しておきたいと思います。いずれにしても

市長の施策は、まずほとんど70％、あと１年残す

けれども、70％はそのようにいっているのでない

かなと。

市長はいろんな感性の持ち主です、私はそう思

。 、っています 遠島教育長も同じ教育者であるから

こどもは地域のたからものだと、こう言っていま

すので、お互いに市長と連携して、遠島教育長、

よろしくお願いします。

、 、 、そこで 市長 本当にことしもいろんなことで

市長、あなたはすごくラッキーな人なのです。と

いうのは、市長選挙のときしかり、それから市制

施行50周年、合併５周年、むつ市にとっては大き

な事業、本庁舎移転、いろんな事業を、本当にこ

れは人徳です、あなたの。ことしは、またこの節

目の斗南藩の140年祭、それから東北新幹線全線

開業、下北駅の開業、私はこれに結びつけたいの

ですけれども、そういういろんな施策が市長に大

きな風、温かい風が吹いていると、こう思ってお

。 、 、るわけでございます ですから そういうことで

あと残された期間、今まで以上にまた頑張らなけ

ればならないと思いますけれども、何をおいても

本当に体には十分気をつけていただきたいと、こ

のように思うわけでございます。

次の脇野沢の不法投棄問題なのですけれども、

実は市長、この不法投棄の推定量、今聞けば、こ

れはいろんな事情で推定量は変わると思うので

す。ひそかに昨年の暮れあたりから、推定量が３

万トン以上あるなんて、こういうことが私の耳に

入ってきているのです。これはあくまでもうわさ

の段階ですから、これはどうかわからないけれど

も、この不法投棄問題に関しては、今までは我が

議会であれば、村中議長は匿名の投書があった場

合は、これは披露しないのですよね。実名で来た

ときは、我々にそのコピーを渡してご案内するけ

れども、そのとき匿名の投書が市役所に来たと。

。 、これいち早くこれすぐ調査に入ったのです いや

私何も調査に入ったのが悪いというわけではな

。 、い こういう姿勢が必要だとは思うのだけれども

まことしやかに３万トンの話が聞こえてきて、こ

れは市長の耳に入っているかどうか、これはお聞

きしたいのですけれども。そういう話で入ってき

ている。

いずれ市長、この間の行政報告によれば、すべ

ての環境調査、あるいは今の水質検査とも、クリ

アしたやの行政報告であるのではないかなと。こ

れ解釈、あれ事務方が書いたのだけれども、なか

なか複雑に書いている。わかったようでわからな

い。だから私はこれはいつまで、そうであれば、

これはその調査の必要があるのですかと、その必
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要があるとすれば、いつまでにやるのですかと、

こういう質問を出したわけですけれども、その辺

いかがなものでしょうか。私はそういうふうに解

釈したのですけれども、その点についてお伺いい

たしたいと思います。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） まず、この廃棄物量の件な

のですけれども、現時点ではごみの試掘調査の結

果、ごみ質の組成調査とかボーリング調査、測量

調査、こういうふうな結果を総合いたしますと、

約１万2,000トンというふうな報告のみでありま

して、新谷功議員３万トンというふうなうわさ、

私には届いておりません。あくまでも現時点では

１万2,000トンと、さまざまな調査の状況の中で

はそういうふうに判断しているところでありま

す。

さらに、いつまで、新谷功議員の心の底には、

もうそんなに、環境が安定しているのだからとい

うふうな思いがあろうかと思います。しかしなが

ら、行政がこれまで取り組んできた、そういう不

適切な処理というふうなものは、責任を持ってこ

れは法令遵守をしなければいけない、そういうふ

うなものもしっかりと我々はこの立場の中で示し

ていかなければいけない。その中では県からも周

辺環境のモニタリング強化、それから定期的な報

、 、告 こういうふうなものも求められておりますし

さまざまな形で、またこれまでの経緯の中で、バ

ックホーというのですか、掘ったところのそれに

貯留した水、その中にダイオキシンが判明したと

いうふうなこと。さまざまなやはり環境というふ

うなものは、天気の状況もあります。そういうふ

うなことで、しっかりとこれはキャッピングをし

て、囲い込みはしておりますけれども、その部分

を住民の皆様方にしっかりと伝えていく、そのた

めにはしっかりした調査をしていかなければいけ

ない、継続していかなければいけないと、そうい

うふうなスタンスでありますので、ご理解をいた

だきたい、このように思います。

〇議長（村中徹也） 民生部長。

〇民生部長（齋藤秀人） ただいまの市長答弁に補

足説明させていただきます。

先ほど新谷功議員から３万トンというお話が出

たと思うのですけれども、この部分については、

むつ市議会第199回定例会の中で当時の担当部長

が、その量についてお答えしてございます。今市

長が答弁したとおり１万2,000トン、これは間違

いございません。ただし、その３万トンという数

字のところにこだわるとすれば、実際の容量は間

隙率補正体積、すなわち容量といいますか、中に

入っているごみがすき間だらけに入っていますの

で、その意味での３万立方メートル、要は容量、

体積といいますか、その部分での答弁をさせてい

ただいておりますので、その数字はそこがちょっ

とうわさでトンという形に変わったのかなと思い

ます。

〇議長（村中徹也） ６番。

〇６番（新谷 功） ご答弁ありがとうございまし

た。市長におかれては、あと残された期間も１年

ちょっとと、この期間、それぞれ７つの公約達成

のために精励していただきたいと。ただし、御身

には十分気をつけていただきたいと。本当に市長

の公務日程等を見れば、大変な激務だなと、この

ように思っております。ぜひともそういう点でお

体に気をつけて、むつ市のためになお一層頑張っ

ていただきたいと、このように申し上げまして、

私の質問を終わらせていただきます。ありがとう

ございました。

〇議長（村中徹也） ただいまの一般質問の中で、

議長は怪文書を公表しないとの発言がございまし

たが、誤解を招くおそれがありますので、新谷功

議員に念のため注意いたします。

出所不明、いわゆる怪文書類は公表しないと代
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表者会議で全会一致で決まっておりますので、議

長は議員の総意に従っているまでであります。念

のため注意をしておきます。

これで、新谷功議員の質問を終わります。

午前11時10分まで暫時休憩いたします。

午前１１時００分 休憩

午前１１時１１分 再開

〇議長（村中徹也） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎横垣成年議員

〇議長（村中徹也） 次は、横垣成年議員の登壇を

求めます。５番横垣成年議員。

（５番 横垣成年議員登壇）

〇５番（横垣成年） むつ市議会第204回定例会に

当たり、日本共産党横垣成年が一般質問を行いま

す。市長初め理事者におかれましては、前向きの

ご答弁よろしくお願いをいたします。

さて、今月２日に鳩山首相が退陣をいたしまし

た。退陣表明で鳩山さんは、国民が徐々に聞く耳

を持たなくなってきてしまったと述べました。私

は、大変おもしろい表現であり、鳩山さんの人間

性がよくわかる表現だと思いました。

鳩山さんは、普天間基地問題では、日米安保条

約を初めとする日米の関係のあり方や普天間基地

による沖縄県民の苦しみなどを今まで深く考えて

こなかったために、迷走に迷走を重ね、最後には

逆走し、辺野古先地区及びこれに隣接する水域と

する自民、公明政権時代の2006年の米軍再編合意

以上に危険な方向さえ打ち出した日米合意を先月

28日に発表いたしました。公約を守ってくれると

信じて民主党を支持したのが国民であります。公

約を守らない民主党の話を国民が聞かなくなるの

は当たり前の話であります。しかしながら、鳩山

さんは総理大臣という立場での言動の重み、公約

を守らない軽率な言動の無責任さを自覚すること

、 、なく 私を国民が理解してくれないと途方に暮れ

涙まで流し嘆いて総理を辞任いたしました。まる

で鳩山さん自身が悲劇の主人公になったかのよう

にテレビには映りました。本当の姿だったのでし

ょうか、演技だったのでしょうか。言行不一致の

人間は、個人と個人の関係でも、職場でも、地域

社会でもどんどん信頼を失います。言行不一致の

政治家は多くの国民を不幸に陥れます。公約を守

る、言行一致に努力する政治家を一人でも多く誕

生させること、これが日本の停滞した社会を打開

する最大の処方せんであります。

鳩山さんにかわる菅首相は、菅内閣が何をする

のか、何をやれるのか、どういう問題があるのか

を明らかにしないまま参議院選挙を乗り切る手法

をとりました。菅内閣と国民との短期間の駆け引

きが始まりました。参議院選挙が楽しみでありま

す。

質問の第１点目、男女共同参画についてであり

ます。日本は、1985年６月25日、女性差別撤廃条

約を批准し、同年７月25日、同条約は発効いたし

ました。条約を批准すると、批准国は条約の実施

について国連に報告する義務も発生いたします。

この間日本は、６回女性差別撤廃委員会へ報告を

提出いたしました。第６回報告に対し、2009年８

月７日に国連の女性差別撤廃委員会からの見解が

出ました。その見解を受け、政府は第３次男女共

同参画基本計画をつくろうとしております。それ

は、どのような点に力点を置いた内容になってい

るのか。また、男女共同参画という点でむつ市は

どういう現状にあるのか。また、むつ市は男女共

同参画推進基本計画「むつみあいプラン」を作成

しました。同計画は、2003年度からの10年計画と

なっております。計画の実施状況と第３次男女共

同参画基本計画が決定される予定もあわせ、むつ
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市の男女共同参画を今後どのようなものにしてい

くのかお聞きいたします。

質問の２点目であります。一般競争入札実施に

。 、ついてであります 青森市の談合が発覚するなど

市民はより公正、公平、透明な入札を求めており

ます。県内では八戸市が一般競争入札を初めて導

入し、2007年には弘前市、黒石市、三沢市、平川

市、2008年には五所川原市と続き、昨年11月から

青森市が導入することとなり、県内10市の中で一

般競争入札を導入していないのはむつ市のみとな

りました。むつ市も一般競争入札を導入し、市民

に疑いを持たれない行政を進めるべきと思います

が、お聞きいたします。

質問の第３点目、むつ市の口蹄疫対策について

であります 日本での口蹄疫の歴史ですが 1899年。 、

に茨城県で発生し、1902年まで東京、京都ほか５

県で3,459頭の牛が感染しました。1908年には東

京都、神奈川県、兵庫県、新潟県で522頭が感染

しました。その後92年ぶりの2000年に宮崎県と北

海道で740頭が感染し、６月には終息しました。

そして、４月からの皆さんもご存じのような宮崎

県の大発生であります。今月15日までの殺処分対

象は27万5,768頭に上りました。むつ市にも牛や

豚を飼っている方がおります。むつ市は感染する

ことはなく安全なのでありましょうか。北海道の

北渡島地区では、早速地元町長らが対策本部を設

、 。置し 口蹄疫の侵入防止対策を実施しております

むつ市の対策はどのようになっているのかお聞き

いたします。

質問の第４点目、難聴者用磁気ループについて

であります。難聴者の方は、補聴器を利用してお

りますが、補聴器は周囲の音をすべて拾うため、

騒音の激しいところではマイクを使って話す人の

声もよく聞くことができません。磁気ループが設

置されている施設や街頭では補聴器のつまみを低

に合わせることによって目的の音声だけを聞き取

ることができます。むつ市で磁気ループが設置さ

。 、れている施設はどこなのでありましょうか また

今後設置する考えはないものかどうかお聞きいた

します。

以上、壇上からの質問といたします。

〇議長（村中徹也） 市長。

（宮下順一郎市長登壇）

〇市長（宮下順一郎） 横垣議員のご質問にお答え

いたします。

男女共同参画についての質問の１点目、第３次

男女共同参画基本計画についてであります。政府

は、男女共同参画社会の形成の促進に関する施策

を総合的、計画的に推進するため、男女共同参画

社会基本法に基づき、これまで平成12年及び平成

17年と２回の男女共同参画基本計画を策定してお

りますが、現在平成22年中をめどに新たな基本計

画の策定が予定されているところであります。こ

とし４月には、政府の男女共同参画会議により第

３次男女共同参画基本計画策定に向けて取りまと

めた中間整理が示されております。この中間整理

によりますと、新たな男女共同参画基本計画の基

本的な考え方として、目指すべき社会は固定的な

性別役割分担意識を解消した男女平等の社会、男

女の人権が尊重され、尊厳を持って個人が生きる

ことのできる社会、男女が個性と能力を発揮する

ことによる多様性に富んだ活力ある社会としてお

ります。

計画策定に当たっては、男女共同参画は働く女

性の支援という印象を与えてしまったことで、あ

らゆる立場の人々にとって必要だという認識が広

まらなかったことなど、基本法施行後10年間の反

省のうえに立って策定に当たるとしているほか、

人口減少社会の到来や経済的閉塞感の高まりな

ど、最近の社会情勢についての認識を確認したう

えで実効性のあるものとするため、数値目標やス

ケジュールを明確に設定したうえで定期的なフォ
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ローアップを行うこと、また女子差別撤廃委員会

の最終見解等国際的な規範、基準の取り入れによ

る国際的協調などを留意点としております。

また、改めて強調すべき視点として、男性、子

供にとっての男女共同参画、女性に対するあらゆ

る暴力の根絶、地域における身近な男女共同参画

の推進など具体的な取り組み内容が示されてお

り、今後閣議決定を経て定められる予定にありま

す。

次に、ご質問の２点目、男女共同のむつ市の状

「 」 、況と３点目の むつみあいプラン の実施状況と

市の男女共同参画の今後につきましては、一括し

てお答えいたします。

地域社会の啓蒙といった点では、一定の浸透が

図られていると思われるものの、伝統的な価値観

や社会慣行が見えない壁となって、男女共同参画

社会の実現を阻んでいる状況にあることは、当市

においてもしかりであろうと思っております。市

では、平成14年度に市内の各団体等から推薦を受

けた方々で構成するむつ市男女共同参画推進懇話

会を設置し、男女共同参画社会の実現を目指し、

基本的な方向を明らかにするためのむつ市男女共

同参画推進基本計画「むつみあいプラン」を策定

しております。計画の期間は、平成15年度から平

成24年度までの10年間としておりますが、これま

で懇話会については年４回程度の開催を継続し、

地域社会における共同参画意識の啓蒙を図ってき

たほか、県のご協力をいただきながら、オープン

カレッジｉｎむつを毎年開催し、女性の就職等社

会参加の際の考え方や行動のあり方など、男女共

同参画に関してのさまざまな視点からの講演会を

行ってきております。

男女共同参画という意識の醸成については、一

朝一夕にできるものではなく、息の長い取り組み

が必要となりますが、懇話会を主体とした男女共

同参画に対する取り組み方につきましても、市の

基本計画の見直しに合わせて検討していく考えに

あります。

、 、また 市の男女共同参画の今後につきましては

これまでの経緯と今後公表される国の第３次基本

計画の内容を踏まえ、新たなむつ市男女共同参画

推進に係る計画について、より実効性のあるもの

となるよう検討していく考えにありますので、ご

理解を賜りたいと存じます。

次に、入札制度についてのご質問にお答えいた

します。横垣議員ご指摘のとおり、一般競争入札

は透明性にすぐれ、発注者の裁量の余地が少ない

客観性の高い方式と言われております。しかしな

がら、その反面で施工能力の劣る業者や不誠実な

業者を排除しにくく、入札参加者の質を確保する

ことが困難であるという問題点も指摘されている

ところであります。また、不特定多数の広範な参

加により市外、県外業者が受注した場合、当市に

おける雇用機会や資材調達などの面で地域経済に

多大な影響を及ぼすことが懸念されるところであ

ります。

一方、指名競争入札は、一般競争入札に比べ透

明性という点では劣るものの、良質な業者を選定

することにより、質の高い工事が確保され、さら

に地元企業への発注により雇用機会の増大など、

地域経済の活性化につながる制度であることか

ら、当市におきましては、指名競争入札を採用し

てきたところであります。

また、入札におけるさらなる透明性の確保を図

るため、昨年から総合評価落札方式による指名競

。 、争入札を試行的に導入しております この制度は

国の公共工事の品質確保の促進に関する法律によ

り推進している制度で、価格のほかに施工計画、

工事実績、工事成績などを評価し、それらの評価

と入札価格等を総合的に評価し、落札者を決定す

るもので、公平性、公正性、透明性がよりすぐれ

た制度であります。これらのことを踏まえ、今後
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におきましては指名競争入札を基本としながら、

総合評価落札方式による指名競争入札を積極的に

推進してまいりたいと考えておりますので、ご理

解を賜りたいと存じます。

次に、ご質問の３点目、酪農畜産行政について

の口蹄疫対策についてであります。横垣議員もご

承知のとおり、本年４月20日、宮崎県におきまし

て家畜伝染病であります口蹄疫が発生いたしまし

た。我が国では明治41年と平成12年に発生してお

り、10年ぶりの発生であります。

本病の発生を予防するためには、この病原菌を

牛舎や豚舎等の畜舎に絶対に入れない侵入防止が

第一であり、未然に防ぐ唯一の方法であることか

ら、市では今回の宮崎県における口蹄疫発生後、

ただちにむつ家畜保健衛生所と協議し、各農家に

対して予防の徹底を通知し、注意を呼びかけてお

ります。さらに、今後につきましては、６月25日

号のむつ市政だよりに口蹄疫情報を掲載し、広く

市民に対しお知らせするほか、今後の発生や終息

状況を注視し、さらに蔓延が続くような場合には

消毒剤等の配布を検討したいと考えているところ

であります。また、万が一県内において発生した

場合には、全庁的な体制で臨むため、ただちにむ

つ市口蹄疫防疫対策本部を設置し、迅速に対応し

、 。てまいりますので ご理解を賜りたいと存じます

本病に対する宮崎県と本市とのかかわり等につ

きましては、担当部長より説明いたします。

、 、次に 福祉行政についてのご質問でありますが

これにつきましては保健福祉部長より答弁いたし

ます。

〇議長（村中徹也） 経済部長。

〇経済部長（櫛引恒久） 酪農畜産行政についての

口蹄疫対策について、市長答弁に補足説明させて

いただきます。

宮崎県における防疫対策にもかかわらず、その

感染状況は連日報道されておりますとおり、非常

に強い感染力で広がり、去る６月４日、宮崎県え

びの市からようやく終息宣言が出されたところで

ありますが、他の市町村につきましては、いまだ

終息しておらず、新たな感染も発生している状況

であります。

本病に対する情報の共有と対策の連携を図るた

め、青森県では５月25日、下北管内では６月２日

に畜産関係機関や畜産団体等による口蹄疫対策の

会議を開催し、病原菌の侵入防止について徹底指

導していくこととし、むつ地区家畜衛生推進協議

会及び下北支部獣医師会では、下北管内畜産農家

に対して畜舎消毒のための消石灰を６月14日に配

布いたしております。

宮崎県の肉牛の血統は非常にすぐれているた

め、当市内農家にも平成18年度から平成21年度に

かけて33頭の繁殖雌牛が導入されておりますが、

すべて口蹄疫発生前に導入したものであり、むつ

家畜保健衛生所が検査を行いましたが、全頭とも

陰性との結果が出ております。また、下北管内の

他町村にも導入されておりますが、検査の結果は

すべて陰性でありました。

この病気は、牛や豚といった偶蹄類の家畜に感

染するもので、その病原体は口蹄疫ウイルスと呼

ばれており、現在のところ有効な治療方法は見つ

かっていないことから、発症した場合には家畜伝

染病予防法に基づき蔓延防止のため殺処分され、

焼却処分または埋設処分することになります。ま

た、本病は感染能力が非常に強く、患畜の呼気、

ふん便等から体外に排出され、接触や飛沫により

容易に感染拡大し、さらに空気感染もすることか

ら、ウイルスの付着した飼料、器具、衣類、車両

等を介して感染が広がるものであります。

当市のこの口蹄疫に関係する家畜は、本年２月

１日現在91戸の農家で牛3,176頭、豚2,761頭、そ

のほかにヤギ、イノシシ、イノブタ等が190頭、

合計6,127頭飼養されていることから、感染に対
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する警戒を強め、防疫に努めているところであり

ます。

〇議長（村中徹也） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（鴨澤信幸） 横垣議員の福祉行政

についてのご質問にお答えいたします。

まず、ご質問のむつ市内で磁気ループが設置さ

れている施設はどこかということでありますが、

磁気ループとは聴覚障害者用の補聴器を補助する

放送設備のことで、磁界を発生させるワイヤーを

輪のようにはわせる仕組みであり、補聴器に直接

。 、音声を送り込むための機材であります 市内では

唯一第二田名部小学校の聾唖学級で磁気ループを

設置しております。そのほか公共的な施設におい

ては設置例がなく、市内では一般化していないの

が現状であります。

また、県内においては青森県庁北棟、青森県立

聾学校、青森県聴覚障害者情報センターなど数施

設が設置しており、ほかの都道府県においても１

施設に１式から20式設置しているなど、施設の種

類、規模によって導入状況が異なっており、全国

的には500から600の施設が設置しているようであ

ります。

次に、今後設置する考えはないかということで

ありますが、難聴者の方にとっては、教室やホー

ル等においてマイクの音声を磁気誘導アンプで電

、 、磁波に変換し 明瞭に聞き取ることが可能となり

公共施設には必要な設備であることは理解できま

すが、一方では補聴器にあるスイッチを切りかえ

る作業が伴うことから、通常の音声が入力されな

くなる、あるいは自転車や自動車を運転中にも操

作を必要とするといった欠点や危険性もありま

す。したがいまして、将来的にはどの施設に必要

なのか、設置により難聴者の方々が有効に集い、

そして活用されるのかといった福祉効果につい

て、難聴者の方々のニーズを見定めてまいりたい

と考えておりますので、ご理解賜りたいと存じま

す。

〇議長（村中徹也） ５番。

〇５番（横垣成年） 再質問は、順不同になること

をお許し願いたいと思います。

まず、一般競争入札について再質問させていた

だきます。今私が壇上でも言いましたけれども、

県内10市の中で一般競争入札を導入していないの

。 、はここのむつ市だけということであります 私は

その背景には、今総務省のほうでなるべく一般競

争入札をしなさいという指針を出して指導をして

おります。平成19年２月23日に地方公共団体にお

ける入札契約適正化支援方策についてというのを

総務省が発表いたしました。これを受けて多分県

内の10市の中の９市は、これを受けて急いで対応

したのかなというふうに思っております。市長、

この地方公共団体における入札契約適正化支援方

策、これについて若干紹介して、市長の考え方を

お聞きしたいのですが、まずこれはどういう中身

を書いているかというと、すべての地方公共団体

においては一般競争入札を導入することというこ

とを総務省が、もうこれ発表しているわけです。

一番最初にこのことを。そして、ただちに一般競

争入札を導入することが困難な市町村において

も、当面１年以内に取り組み方針を定め、一般競

争入札導入に必要な条件整備を行い、速やかに実

施することと、こういうふうに総務省が提言して

いるのです。市長、この総務省の提言についてど

のようにお考えになるのか、まず最初お聞きした

いなというふうに思います。

〇議長（村中徹也） 財務部長。

〇財務部長（下山益雄） 入札制度のお尋ねについ

て答弁いたします。

横垣議員ご指摘のとおり、一般競争入札という

ことの推進ということにつきましては、これはも

う従前からその推進方について求められてきてお

るところでございます。ただし、その当市の考え
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方ということにつきましては、先ほど市長答弁い

たしましたとおりでございます。

まず、地方公共団体の調達ということにつきま

しては、その競争性、透明性、経済性、そういう

ことで一般競争入札を原則としますということ

は、これはもう当然のことでありますけれども、

余りにもその原則ということを貫くといいます

と、その調達の準備に多くの作業、時間、あるい

は地元企業が受注して地域経済に貢献するという

ことも、一方ではこれはあるものですから、そう

いう影響が非常に強いということで、当市では先

ほどお答え申し上げましたとおり、その指名競争

入札というふうな方法を選択しておるということ

でございます。

議員ご指摘のとおり、徐々に一般競争入札を導

入している自治体がふえているという点につきま

しては、私どもも承知しておるところでございま

すけれども、私どもといたしましては、そういう

点で現在は指名競争入札、これが一番ベストでは

ないかというふうに考えておるところでございま

す。ただし、これが将来にわたって未来永劫ずっ

とこの方向でいくということでは決して考えてご

ざいません。我々も効率的な、いわゆる透明性の

ある公平、公正な入札制度というものは常に研究

いたしまして、今後とも研さんに努めてまいりた

いという考えでございますので、ご理解を賜りた

いと思います。

〇議長（村中徹也） ５番。

〇５番（横垣成年） 今後ともこの指名競争入札に

こだわるわけではないという、そういう答弁もつ

け加えてもらったのでありますが、まさに私はそ

こを聞きたいところでもあったのです。なぜこの

一般競争入札にみんなが移行しているか、また国

のほうでもそれを推進しているかというのは、特

に私が言うまでもなく、やっぱりいろんな疑いが

持たれるという結果としてそういうところに行き

着くから国のほうでもこれを進めている。それこ

そ市長としては、国がこうしなさいと進めている

のを率先した形で取り上げるという姿勢はやっぱ

り必要なのではないかなと。まず地域経済云々別

にして、国のほうでこういう指導をしている、こ

の指導について、まず最初、市長はこの点につい

てどういうふうに思うのでしょう。総務省がいろ

んな問題を抱えている指名競争入札、そういうの

をやめて、やっぱり一般競争入札に移しなさいと

いうふうな、こういう指導をしている背景という

のを市長はどういうふうに考え、また市長はこれ

をどういうふうに受けとめようとしているのか、

市長の考え方をお聞きしたいと思います。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 国の方針、また国からの通

達、そういうふうなものに、これに従うべきだと

いうふうなご発言でございます。これまでの長い

おつき合いの中で、横垣議員からそういうふうな

お話をお聞きしましたのは、ちょっと意外な部分

がございました。そういうふうな意味で、ちょっ

と意外な部分がありましたけれども、それはそれ

、 、として 先ほど壇上でお話をいたしましたように

一般競争入札は透明性にすぐれている、そしてま

た発注者の裁量の余地が少ないと、客観性の高い

方式と、こういうふうなことは認識をしておりま

す。しかしながら、一方ではそのことによって、

一般競争入札のことによって非常に施工能力の劣

る業者、それから不誠実な業者、これを排除しに

、 、くくなっている しにくいというふうな入札制度

それから入札参加者の質を保つということが非常

に困難であるというふうなことで、当市としては

そういうふうな形をとっております。

また、今横垣議員、地域経済というふうなお話

もありました。その中で、横垣議員から地域の経

済のためにと、よく雇用の確保というふうなこと

のお話を常々伺っておりますし、またこの議場の
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中でもこれまでご発言をいたしたことも記憶して

おります。そういうふうな中で当市における雇用

機会、そしてまた資材調達というふうな面で、地

域経済に多大な影響を一方与えると、そういうふ

うな形で、そちらのほうが非常にまたマイナスの

ほうが大きいと。しかしながら、この指名競争入

札でも、それは厳正に執行しているわけでありま

すので、さらにその透明性を高めるために総合評

価方式というふうな形で昨年度から取り組んでい

るということで、総合的なご理解をいただければ

なと、このように思うところであります。

〇議長（村中徹也） ５番。

〇５番（横垣成年） 総合評価方式を予定している

ということもちょっとあわせてお聞きしたいので

すが、市長が言っているように、一般競争入札、

それはいろんな問題のある業者を排除できないと

いうのは、これはもう全国的にも検証されており

ます。ですから、一般競争入札を導入して、さら

に総合評価方式を導入するという形でどんどん、

どんどんいろんな歯どめがいろいろ検討されてい

るのです。今むつ市の場合は一般競争入札を導入

しないで総合評価方式を導入すると。これ県内で

は青森市、八戸市が試行導入している程度で、な

かなかまたこれは難しいところもあるみたいなの

です。全国的にもこの総合評価方式を導入してい

る自治体 市町村にあってはまだ本格導入は2.2％、

とか4.9％、そういう試行は31％とかとふえてお

りますけれども、本格導入はほとんど少ない。だ

からそういう意味で、逆に客観的に見れるような

専門の職員をきちんと配置しないと、またその評

価自体がかなり偏ったものになるというのもあり

ますから、かなりまた難しい点もこれはあると思

うのです。ですから、まずその総合評価方式を導

入する前に、ほとんどの自治体は一般競争入札を

導入していると思うのです。

そもそも指名競争入札を導入しているというの

は、例えば６社だったら６社、今まで歴史があっ

て、この地域経済に貢献していて、それで信頼が

あるから指名競争入札でその６社だったら６社指

名しているわけであって、その総合評価方式とい

うのは、そもそもそこら辺を点検する方式ですか

ら、この会社は信頼できるものか、しっかり仕事

をしているか、今までの地域経済への貢献度はど

うなのかというのを評価するわけですから、これ

を導入したとしても、ほとんど余り影響ないので

はないかなと、透明性という意味では、余り前進

しないのではないのかなというふうに思うので

す。ですから、まず透明性というのをしっかりむ

つ市がそういう立場に立つのであれば、一般競争

入札を導入して、この一般競争入札で地域の業者

にそれなりに配慮するというやり方もいろいろあ

りますから、条件つき一般競争入札とか、入札の

金額をちょっと高く5,000万円以上とか１億円以

上にするとか、いろいろそういう意味で地域経済

、 。 、に配慮したやり方もありますので 幅が だから

まず総合評価方式をやる前に一般競争入札の導入

というのをやっぱり手がけるべきだと私は思いま

すけれども、市長、いかがでしょうか。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 横垣議員の考え方も１つで

あろうかと思いますけれども、今横垣議員いみじ

くも指名競争入札から一般競争入札、そして総合

評価方式と、その総合評価方式はまだ数％なのだ

けれども、そういうふうな流れになってきている

というお話をされました。つまり我々は、むつ市

の考え方としては、指名競争入札、これは市内だ

けではなく、市外の方々、県内の方々にも指名を

いたしております。その中で一般競争入札を飛び

越えて、一般競争入札がこれから指向している方

向を今お示しになったわけでございます。その部

分で我々は先駆けて総合評価方式を導入しつつ、

まず昨年度から、また今年度もありました。そう
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いうふうな形で試行していこうというふうなこと

で、帰着するところは、ほぼ同じ方向になってい

くのではないかと、こういうふうに今横垣議員の

お話を伺いまして、そのように答弁をさせていた

だきます。

〇議長（村中徹也） ５番。

〇５番（横垣成年） 財務部長もおっしゃっており

ましたが、必ずしも指名競争入札をこのまま続け

。 、 、るというわけではないと そういう意味では 今

市の段階ではもう８割以上ですか、一般競争入札

に移行しているのは。それこそ県内ではむつ市だ

けですから。宮城県はもう100％。岩手県は、ま

だ５つぐらいやっていないかな。山形県、福島県

は、それこそ１つずつ残っている。こういう市の

段階のレベルだと私は調べましたけれども。だか

ら、流れとしては一般競争入札はもう、それこそ

、 、 、８割 ９割 市の段階でやるという状況になれば

もうぼんと100％にいかざるを得ない、そういう

時期が来ますので、ぜひ市長、その時期を早める

という考え方がないかどうか。やっぱり流れとし

ては一般競争入札の流れですので、そこのところ

を最後確認させていただきます。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） あくまでも基本的には指名

競争入札であります。そういうふうな形で先ほど

一般競争入札のその２つの側面、そしてまた指名

競争入札の２つの側面、これをお話しさせていた

だきました。基本的には指名競争入札で、そして

地元の経済を支えていかなければいけないだろう

と、こういうふうな思いが私の中にあります。

また、それだけに拘泥することなく総合評価方

式と、こういうふうなものを順次さまざまな事業

の中で取り入れていくというふうなことでござい

ます。

先ほどちょっとお話をさせていただきましたけ

れども、国、県の指導に従いというふうなこと、

その指導に従わなくても、これをやりなさいとい

うふうなことは、さまざまこれまで横垣議員の議

会でのご発言の中でお聞きいたしたわけでござい

ますけれども、それに反してそういうふうな従い

というふうなことは、ちょっと私解せないところ

がありますので、その解せない部分もよく研究を

、 、させていただきながら 地域経済にもたらす影響

さまざまなことを総合的にこの指名競争入札、そ

してまた総合評価の入札、そういうふうなものを

総合的に評価をしていきたいと、研究もさせてい

ただきたいと、このように思います。

〇議長（村中徹也） ５番。

〇５番（横垣成年） 次の質問に移りたいと思いま

す。

質問の３点目に壇上で質問いたしました口蹄疫

対策についてでありますが、市長の答弁では消毒

剤の配布等も検討していくということで、これは

むつ市で例えばそれなりの一定の予算を計上して

対処するという考え方もここには加味されている

のかどうか、ちょっと確認させていただきたいと

思います。

今回獣医師会のほうとかで消石灰ですか、無料

配布したようでありますが、残念ながらむつ市は

全然予算措置はしてくれなかった、そういう声も

聞いておりますので、さらにこれからまだまだ終

、 。息しなければ どんな場面があるかわかりません

そういう意味ではむつ市はそういう場合に予算措

置という考え方もあるのかどうか、そこを確認さ

せていただきたいと思います。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 先ほど壇上でお話をいたし

ましたように、私もこの報道がなされた段階で、

ただちに経済部のほうに口蹄疫対策をしっかり情

報を収集し、対応を考えていかなければいけない

。 、というふうなことは指示しております その中で

万が一にも県内において発生した場合というふう
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なことには、全庁的な体制で取り組み、むつ市口

蹄疫防疫対策本部というふうなものを設置すると

、 、いうふうなことも 市の考え方としてありますし

獣医師会、またむつ地区家畜衛生推進協議会とい

うふうなことで、もう既に消石灰を配布して、そ

の消毒に努めること。そしてまた、その忍び寄っ

てくるものに対して十分な配慮をしていかなけれ

ばいけないだろうと。つまりこちらのほうからそ

の消毒液を配る場面というふうなものは、さまざ

まなウイルスが伝染をしていく場面があるから、

それだったら例えば１カ所に集約して、そういう

ふうな消毒液をとってもらうような体制をとると

か、そういうふうなことはさまざま今検討して対

、 、 、応を その万が一の場合に備えて対応を 今検討

協議を進めているところであります。しっかりと

対応をとっていきたいと、こういうふうに思いま

す。ただ、一方、余りにもそこの部分に出入りを

するというふうなことが拡散にもつながってく

る。宮崎県の例を見ますと、交通を遮断し行き来

を遮断するというふうな非常に大きな影響が出て

きていると。接触すらやはり回避しなければいけ

ないというふうな状況が出ておりますので、十分

宮崎県の中での口蹄疫の蔓延の様子、それから対

策の様子、そういうふうなものを十分情報として

仕入れ、万が一に備えていきたいと、このように

思っております。

〇議長（村中徹也） 経済部長。

〇経済部長（櫛引恒久） 消毒剤の予算措置の件で

ございますが、現在の予算の中には計上されてご

ざいません。ただ、これから各種イベント等が計

画されている部分で、これは市だけで決定できる

ものではございませんけれども、関係市町村と協

議のうえ、そういうイベントが中止になる可能性

も持ってございます。そういったことで、そうい

った費用をこの薬剤購入のほうに流用したいとい

うふうに考えてございます。

当面は、そういう形で進みますが、ただその発

生の状況によっては、規模的な問題も出てくるか

と思います。期間の長さ、対応する期間の長さに

よっては、改めて議会の皆さんにお願いをして予

算化ということも検討しなければいけないという

ふうに考えてございます。

〇議長（村中徹也） ５番。

〇５番（横垣成年） 今無料配布された消石灰です

か、これ１戸当たり１袋というふうに配ったみた

いですが、１戸で数頭飼っている方もいれば、

100頭も飼っている方がいて、結局そういう意味

では100頭も飼っている方は１袋では全然不足し

ていたというふうな話もありますので、ぜひそこ

のところも目配りした行政をお願いしたいと思い

ます。

さて、一番最初に質問いたしました男女共同参

。 、画についてお聞きしていきたいと思います まず

市長も答弁でおっしゃいましたが、今第３次男女

共同参画基本計画がつくられようとして、その中

身をるる答弁してもらいました。この第３次男女

共同参画基本計画をつくるうえで、その前に日本

政府がいろいろ改善勧告を国連女性差別撤廃委員

会からされております。今回６回目の報告に対し

て、それに対する国連の勧告なのですが、この勧

告の内容、５回の報告に対する勧告と比べて、市

長、48項目ということで、５回目の勧告は22項目

にわたって、これを改善しなさいと指摘されたの

です。ところが、日本の場合は改善するどころか

いろんな意味で改悪、悪くなっている部分が多く

この間あったのです。ですから、48項目を改善し

なさいと指摘されたという日本国になっておりま

す。その中身はいろいろ、結局60項目にわたって

いろいろ指摘したり勧告して点検をしているので

すが、その中では、まず日本という国は条約を批

准したのだけれども、その条約をきちんと守ろう

としないというところも勧告されているのです。
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なぜ守ろうとしないかというと、世論調査をした

ら、みんな今のままでいいと、こういうふうな調

査結果が出たから改善する必要ないというふうな

報告書を上げたりしているのです。こういう日本

の現状。そういう意味ではかなり国際的にはそう

いう国の姿勢が世界の先進国から日本という国が

どんどん、どんどんおくれている、そういう背景

をつくっております。

あと、女性の雇用、女性はどっちかというと正

職員でなくてパートが多い。当然パートは男性に

比べて給与が低い。また、公的生活への参加の促

進、公的生活をするためにいろんな制約が女性に

はある。だから、結局参加できない。当然いろん

な決定機関、政党だとかいろんな審議会、いろん

なそういう決める機関ありますよね。幹部、そう

いうところに対する女性の比率が少ないと。そう

いうのをいろいろ指摘されています。その中で若

干何点かちょっと詳しく市長に認識してもらいた

いところがあるのです。

まず、この女性差別撤廃委員会がどういうとこ

ろを指摘しているかというと、学会、いろんな科

学者会議とかありますけれども、学会への女性を

含め、女性の雇用及び政治的、公的活動への女性

の参画に関する分野に重点を置き、かつあらゆる

レベルでの意思決定過程への女性の参画を拡大す

るための数値目標とスケジュールを設定した前提

的特別措置を導入しなさいと、こういう勧告され

ているのです。例えば大学の教授なんかの女性の

占める比率が、先進国30カ国の中で一番日本が低

いとか。あと政治家、こういう我々の政治家の中

でも女性の比率が30カ国の中でも低い、これが指

摘されております。だから、それはもう前提的特

、 、別措置を導入して 例えば３割とかに高めなさい

こういうふうな指摘をされていると。

次は、職場でのセクシュアルハラスメントが横

行している、日本は。及びセクシュアルハラスメ

ントを防止できなかった企業を特定する措置が法

的に盛り込まれているものの、違反企業名の公開

以外に法令遵守を強化するための制裁措置が設け

られていないことに懸念を表明する。だから、日

本はどんどんこのセクハラというのが横行してい

るというふうに国際的にはもう見られている。当

然この行政に携わる部分ではこういうことは決し

てあってはならない、そういうものであります。

これが国際的に日本が指摘されている。こういう

のを細かく60項目にわたってずっとるる日本は指

摘されているわけですが、そこでお聞きしたいの

は、例えば当然むつ市はむつ市でできることしか

できませんので、そこでむつ市でこの男女共同参

画というので取り組める部分でちょっとお聞きし

ていきたいなというふうに思います。

先ほどセクハラが日本ではかなり横行している

ということで、例えばむつ市の職場の中でこのセ

クハラ、パワハラ、こういうふうな現状というの

はどういうふうな状況にあるのかというのをちょ

っとお聞きしたいなというふうに思います。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 男女共同参画のほうからセ

クシュアルハラスメント及びパワーハラスメント

というふうな形に話がずっとこう、ちょっと私の

感覚とはずれて、私の感覚がずれているのかどう

かはわかりませんけれども、非常に幅広くお尋ね

があったのですけれども、市の職場というふうな

ことでございましたので、市の職場ではそういう

ふうな報告はありません。また、平成18年に訓令

として、要綱として、むつ市セクシュアルハラス

メントの防止等に関する要綱を定めているという

ふうなところでございます。

〇議長（村中徹也） ５番。

〇５番（横垣成年） 要綱を定めている。それほど

厳重に対処しているのだなというふうに思います

が、例えば臨時職員の方がいて、たまたまその方
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がセクハラを受けて、それを苦に職場に行くこと

ができなくなったというふうな事案が発覚した場

合、市としてはそういう職員に対して、セクハラ

をした職員に対してどういうふうな対応をするも

のか、これちょっと確認させていただきたいと思

います。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 仮定のお話でございますの

で、仮定のお話にはお答えはできないわけでござ

います。仮にそういうふうな事案が発生したとな

れば、この要綱に従って我々は処分を当然のその

部分に対応していかなければいけない。現在のと

ころそういうふうな起こったというふうな報告は

私のところには届いておりません。

〇議長（村中徹也） ５番。

〇５番（横垣成年） この第３次男女共同参画基本

計画にはいろいろ女性の暴力に対してやっぱり行

政としてはきちんと対応しなさいと、24時間体制

で対応しなさいとか、そういうのも書かれており

ます。そういう意味では市の体制はどういうふう

になっているのでしょうか。まずそこのところを

聞きたいし、例えば市のホームページで、いろい

ろ探っていくと、ＤＶで悩む女性の方という画面

があるのです。ところが、それ暮らしの問題とか

、 。という画面を開いても そこの画面に出てこない

いろいろ探っていくと、それは男女共同参画の次

に出てくる画面となっているのです。だから、何

かＤＶで悩んだと、市のホームページを見ても、

どこに相談したらいいかわからないというふうな

形になっている市のホームページ、これについて

も市としてはどういうふうに考えるのかお聞きし

たいなというふうに思います。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） ホームページにおけるさま

ざまな相談窓口の流れというふうなことだと思い

ますけれども、ツークリックでその場面に入って

いけるように市のホームページは構築をされてお

ります。具体的には、担当のほうからお答えをい

たします。

〇議長（村中徹也） 企画調整課長。

〇総務政策部企画調整課長（髙橋 聖） 市長答弁

に補足させていただきます。

市のホームページにおいてドメスティック・バ

イオレンスに関する画面に簡単に行けないとのこ

とでありますが、トップページにあります「ライ

フイベント」の「相談」をクリックしていただき

ますと、福祉の項目に「ＤＶ・虐待等相談 、ま」

たその下のほうに「配偶者・恋人からの暴力に悩

んでいるあなたへ」というページに行くことがで

きますので、ホームページのトップページからツ

ークリックで直接的に入っていくことができます

ので、ご理解を賜りたいと思います。

〇議長（村中徹也） ５番。

〇５番（横垣成年） 最初に聞いたのですが、ＤＶ

で悩む女性への市の対応というのは、基本的にど

うなっているのか、ちょっとお聞きしたいと思い

ます。

〇議長（村中徹也） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（鴨澤信幸） ＤＶの関係の相談窓

口、先ほど言いましたとおり 「相談」をクリッ、

クしていただければ、その福祉のほうの相談窓口

のほうに入ってくるのですけれども、それにおい

て、ＤＶのホットラインということで、24時間体

制でもって受け付けしているということでござい

ます。これは、県のほうの対応になるかと思うの

ですけれども、それからあとむつ警察署、下北地

方福祉事務所、あと市保健福祉部の児童家庭課が

対応するということになります。

以上でございます。

〇議長（村中徹也） ５番。

〇５番（横垣成年） 今保健福祉部長がおっしゃい

ましたけれども、私も画面を見ると、全部県のほ
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うとか警察のほうに行く電話番号しかなくて、私

はできれば市のほうでもそういう担当の部署はや

っぱり設けなければいけないのかなというふうに

思っているのです。ですから、第３次男女共同参

画基本計画では、そういう体制を行政はしきなさ

いというふうなことを結構強調してきてもおりま

すので、そういう意味ではむつ市の行政、そうい

う立場でこれから対応をしていく、そういう考え

方はできないかどうか、市のほうでそういう部署

を、ちょっとお聞きしたいと思います。

〇議長（村中徹也） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（鴨澤信幸） 保健福祉部の児童家

庭課のほうで、その窓口を設けておりまして、そ

れは24時間常時ということではないのでございま

すけれども、その対応はしております。

以上でございます。

〇議長（村中徹也） ５番。

〇５番（横垣成年） そういう意味では、市のほう

では対応部署があるというので安心いたしまし

た。ホームページを見てみますと、そういう場面

がちょっとわからなかったものですから、よろし

くお願いをしたいと思います。

さて、この第３次男女共同参画基本計画で喫緊

の課題、こういうことで、もうとにかく2020年ま

でに社会のあらゆる分野において指導的地位の女

性の割合が少なくとも30％、こういう今目標を設

定する方向にあるのです、市長。そこで、ここむ

つ市で取り組める部分は何かというと、例えばむ

つ市の女性の管理職、これを30％、2020年度まで

に目指すと、やっぱりこういう方向性をむつ市は

出すべきだと、この国連の指摘を受けて。やっぱ

りこういう立場に立つべきだと私は思っておりま

すが、そこの市長の考え方をお聞きしたいなとい

うふうに思います。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 女性職員の大いなる健闘を

期待をしております。

〇議長（村中徹也） ５番。

〇５番（横垣成年） 市長、大いなる健闘というふ

うに女性の努力だけに任せているような表現であ

りますが、例えば市の新採用の男女比率、これは

過去５年間どういうふうになっていたのでしょう

か。ちょっとお聞きしたいなというふうに思いま

す。

〇議長（村中徹也） 総務政策部長。

〇総務政策部長（阿部 昇） 横垣議員のご質問に

お答えをしますが、採用に関しましては、あくま

でもいわゆる男女雇用の場合の機会の確保という

見地から、横垣議員ご高承のように、男女雇用機

会均等法というのがございまして、募集、採用か

ら退職に至るまでのすべての段階において女性に

対する差別というのは禁止されております。当然

それに沿っているところでございまして、採用と

いうのはあくまでも男性、女性ということでなし

に、成績、人物というところに評価を置いて、そ

の結果としてこの形があるということであろうと

思います。

今お尋ねの過去５年間ということでございます

が、正確な数字ではございませんが、今申しまし

たように、そういう人物評価、成績評価の結果で

ございますので、例えば平成22年の４月採用にお

きましては、女性が35.0％を占めてございます。

逆に平成19年度は50％を占めております。これが

採用における本質論だろうと思いますので、お答

えにかえさせていただきます。

〇議長（村中徹也） ５番。

〇５番（横垣成年） 市長、こういうふうに、結果

としては今の総務政策部長の答弁で正しいのであ

りますが、なるべく、結局女性の比率が最初から

少ないと、管理職になるまで女性が当然30％をそ

もそも占めないというふうな結果になるというこ

ともかみ合わせれば、それなりにやっぱり女性の
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奮闘も必要でありましょうが、入り口の段階でや

っぱりフィフティー・フィフティーで入れるとい

うふうなことをしないと、結局市が女性の管理職

の登用30％というのがまず無理になるということ

をあわせて、国のほうは結局クオーター制、法的

にもう割り当てる、男が何割、女性が何割と、こ

ういう制度も検討しなさい。また、インセンティ

ブ付与、刺激ですよね。こういうのも検討しなさ

い。という意味で、とにかく今女性を30％管理職

に登用するために国連のほうではいろんな制度を

使って高めなさいというふうに、女性の努力だけ

ではなしに、社会的なそういうものを加味してク

オーター制、インセンティブ付与、ゴール・アン

ド・タイムテーブル方式、こういうのも検討しな

がら登用30％を目指しなさいというふうなことを

言っているのです。市長、今こういう国際的な流

、 。れ こういうものをまずどういうふうに考えるか

先ほど女性が努力するということは当然ですけれ

ども、それだけではこれを達成できないから国の

ほうではこういうことをしなさいと言っている。

これをまず市長、このことをちょっと市長のお考

えをお聞きしたい。

〇議長（村中徹也） これで、横垣成年議員の質問

を終わります。

昼食のため午後１時20分まで休憩いたします。

午後 零時１１分 休憩

午後 １時２０分 再開

〇議長（村中徹也） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎澤藤一雄議員

〇議長（村中徹也） 次は、澤藤一雄議員の登壇を

求めます。１番澤藤一雄議員。

（１番 澤藤一雄議員登壇）

〇１番（澤藤一雄） 大畑町選出の澤藤でございま

す。むつ市議会第204回定例会に当たり、通告に

従って一般質問をいたします。

国政が混乱しています。国民は、こんなにも我

が国は人材難であったのかと落胆をしています。

菅総理には、何としても国政を立て直していただ

きたいと思うばかりであります。

翻って我がむつ市を俯瞰いたしますれば、平成

17年３月の市町村合併により杉山前市長と相まみ

えることができました。市長として20年、市民の

絶大な支持のもと、市政の発展に尽くされた格式

と指導力に満ちたすばらしい市長であられまし

た。後継となられた宮下市長におかれては、市長

選挙に当たって７つの公約を掲げ、そのアイデア

と行動力を持って、着実果敢にその実現に邁進さ

れるお姿には、市民ともども頭の下がる思いがい

たします。惜しむらくは、近年職員による公金着

服、市営牧野の指定管理に係る法人の横領、そし

てチリ地震大津波の避難指示出し忘れ等々、行政

運営から派生する不祥事が多発しています。市長

には、これらの問題を隠ぺいするのでなく、悪弊

を根絶するため、時には客観的な目線で行政の実

態を把握し、職員を督励、統率して、まさに市民

の負託にこたえることによって末永くむつ市のか

じ取りを担っていただきたいと思うのでありま

す。

質問の第１は、漁業資源の管理についてであり

ますが、日本の漁業生産量は、1980年代半ばに比

べて半減したと言われます。その主な要因は、イ

ワシやサバの例では、単価の低い未成熟の養魚ま

でも大量に捕獲するなど、資源の再生産を度外視

した実態があると言えます。畜産では、えさや伝

染病、排せつ物の処理が必要になりますが、海の

生態系には豊富なえさがあり、排せつ物も他の生

物に利用されて循環し、自然に返ることで処理経

費等のコストがかからない、地球の循環に組み込
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まれた漁業は、まさに環境に優しい産業でありま

す。我がむつ市においても、漁業は最も重要な産

業の一つであります。

先般沿岸と沖合漁業のすみ分け見直しを目的

に、青森市において県漁民総決起大会が開かれま

した。大畑地区からも小型イカ釣り漁業者や定置

網漁業者の方々が参加されたようであります。国

の指定漁業である沖合底びき網漁業の操業禁止ラ

、 、インは 岩手県沖から六ヶ所沖までは沿岸５海里

最も漁業資源の豊富な尻屋崎では、ねらい撃ちを

するように1.4海里まで規制ラインが緩められて

おります。岩盤が盛り上がって川のように水流が

早い尻屋の瀬と呼ばれる環境は、プランクトンが

大量発生し、ゆえに小魚から大型魚類までえさを

求めてすみつく、最も条件の整った漁場であり、

資源再生産の場であります。

この操業禁止ラインは、直接的には東通村の共

同漁業権と競合しているだけでなく、当市の沿岸

に回遊するブリやサクラマス等が乱獲されること

や、最も問題とされるのはスルメイカが混獲され

ることで、当市津軽海峡の主力漁業でありますス

ルメイカ資源の減少や値崩れを起こすことなど、

被害は甚大であります。

漁民総決起大会では、資源回復のためには乱獲

操業をしないことが第一、沖合底びき網、大中型

まき網漁業の見直しを国に求めていく、漁業者間

の話し合いには限界があるとして、行政に真剣に

取り組んでいただくよう要請がありました。市長

は 「むつ市のうまいは日本一」を掲げ、着々と、

、 、その成果を上げつつある今日 地域の漁業を守り

発展させるためにも国に対して強くその改善を求

めていかなければなりません。市長のご認識と今

後の取り組みについてお伺いいたします。

、 、質問の第２は 洪水対策についてでありますが

大畑診療所から大畑小学校に通ずる市道一帯に広

がる本町地区は、集中豪雨等の際、たびたび通行

どめとなるなど、内水はんらんが起きています。

この地域は、かつて水田地帯でありましたが、減

反とともに宅地化が進んで現在のような居住域に

なりました。本来は、洪水調整機能を有する湿地

帯が家屋や道路舗装などで地下浸透機能が失われ

たこと、昭和59年２月に一部供用開始された大畑

バイパスから流入する雨水によって、排水路の能

力を超えることが原因と思料されます。その要因

は、本町地内を流れる２本の排水路が宅地化やバ

イパスの整備等、状況の変化に対応した断面にな

っていないこと及び急角度に屈曲していることな

どが考えられます。さらには、老朽化が進んでと

ころどころで壊れていることから、早急に改善す

べきと思います。県が大畑川河口域の護岸の改修

を進めていますが、小さな排水路を集約して樋門

の機密性を確保するなど、洪水流を遮断する構造

になるのかお伺いします。

そして、内水はんらん対策について、以前の答

弁では、耐震基準がレベル２に引き上げられて、

貯水槽や排水ポンプ場等構造の耐震性を確保する

ためには十数億円の財源を要するとの答弁であり

ましたが、この計画実現の見通しがいつになるの

かお伺いします。

第３の質問は、一般廃棄物収集運搬業務委託の

あり方についてであります。一般廃棄物の収集運

搬業務の委託は、合併協議では収集体制や発注の

方法が違うので、合併後に調整が必要とされてお

りました。平成19年12月７日の決算審査特別委員

会で同僚議員から、合併して財政が厳しいのだか

ら指名競争入札に統一すべきだ、入札にするよう

要望しますとの質疑に対して、制度のあり方を定

める審議会に諮るための方針について、各庁舎の

担当者で組織する検討委員会で検討しているとい

う答弁でありました。そして、平成19年度までは

むつ地区が指名競争入札、川内、大畑、脇野沢地

区は随意契約、平成20年度はむつ地区と大畑地区
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が指名競争入札、脇野沢、川内地区が随意契約、

平成21年度からは市内全域を統一して指名競争入

札となりました。

これまでの質疑の中で市長は、今後も指名競争

入札でいくと答弁されています そして 平成20年。 、

度に１社、平成21年度に１社を新たに指名に加え

ていますが、今後も新規業者を加えるのか。入札

に当たっては、予定価格と業務を遂行するに足る

、 、金額 つまりは最低制限価格を設けてはいますが

契約保証人を求めることによって、実質的に１件

の入札に２台の車と人員の準備が必要となるな

ど、業者の負担が過重になっているのではないで

しょうか。指名競争入札でいくとしながら、業務

に用いるトラックの車種を突然変更したり、入札

の数日後に落札業者が入れかわったり、当初の入

札から２カ月後に入札をやり直すなど、しかも当

初入札に参加した組合ではなく、構成員の業者が

入札するなど、常識では考えられない異常な事態

が続いています。

青森市発注の土木工事をめぐって行政が深くか

かわった官製談合が報じられています。公正取引

委員会は記者会見で、市と業者は緊張関係になか

ったとして、全国初の入札談合幇助と認定しまし

た。談合の類型には、首長や入札担当者から予定

価格が漏れたり、便宜を図った見返りに巨額の資

金が提供されるなど、結局は税金を食い物にする

構造と業界からの要求を拒み切れずに業者の言い

なりになるケース等々、報道によればいろいろあ

ります。入札担当者は、誘惑や要求に屈すること

なく、厳正に執行しなければならないことは言う

までもありません。今の状況からしますと、指名

競争入札制度を維持できるのか、随意契約にせざ

るを得ないのではないか、お尋ねをいたします。

以上、簡潔かつ前向きな答弁を求めまして、壇

上からの質問といたします。

〇議長（村中徹也） 市長。

（宮下順一郎市長登壇）

〇市長（宮下順一郎） 澤藤議員のご質問にお答え

いたします。

まず、産業政策についての沖合網漁業の操業規

制ラインへの対応についてであります。議員ご承

知のとおり、大臣許可漁業である沖合底びき網漁

業の操業禁止ラインは、国の指定漁業の許可及び

取締り等に関する省令で定められており、太平洋

沿岸の岩手県沖から三沢市沖までの区域での操業

禁止ラインは、沿岸から５海里、六ヶ所村以北か

ら尻屋崎灯台までは１ないし５海里となっており

ます。操業禁止ラインの設定は、沿岸漁業、沖合

漁業双方の利害が絡む非常に困難な課題であり、

沖合底びき網漁業の操業ラインの設定を行う国や

共同漁業権の設定に係る県の指導により、沿岸漁

業者と沖合漁業者が話し合いにより解決すべきこ

、 、とが基本であると考えておりますが 資源の減少

価格の低迷、燃油の高騰など、厳しい現状にある

本市の沿岸漁業の発展のため、漁民総決起大会で

決議された青森県太平洋海域の水産資源を安定

的、永続的に確保し、漁業を持続可能なものとす

るため、当該海域における沿岸沖合の共存共栄が

図られ、安全が保障された操業海域のすみ分けの

実現に向けて関係機関と連携し、機会あるごとに

国や県に対し要望してまいりたいと考えておりま

すので、ご理解を賜りたいと存じます。

尻屋崎周辺の漁業の現状と沖合底びき網漁業の

操業禁止ラインにつきましては、担当部長より説

明をいたします。

次に、質問の２点目、洪水対策についての大畑

地区本町地域排水路の改修についてであります。

大畑地区本町地域の集中豪雨時における市道の冠

水は、国道279号大畑バイパスからの雨水の流入

と排水路の能力不足や設置形態に起因するものが

大きいと考えられます。当該排水路につきまして

は、地区町内会からも要望として整備を求められ
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ておりますことから、決壊箇所の一部については

補修を行っておりますが、用地を含む改修工事に

つきましては、計画的に進めていかなければなら

ないと考えておりますので、ご理解を賜りたいと

思います。

また、国道279号大畑バイパスからの雨水の流

入対策につきましては、県関係機関へ要望してい

るところであります。

次に、県が実施する大畑川右岸の一部改修計画

につきましては、今年度に詳細設計及び一部着工

が見込まれており、河川から排水溝へと逆流をし

ない工法が予定されております。

次に、内水はんらん対策の計画実現の見通しに

つきましては 平成21年６月のむつ市議会第200回、

定例会で計画概要を説明しておりますが、概算事

業費に十数億円を要することから、財源の確保が

大きな課題となっております。しかし、この計画

が大畑地区の内水はんらん対策として最良の方法

と考えておりますので、財政状況を見ながら整備

計画を進めてまいりたいと考えておりますので、

ご理解を賜りたいと存じます。

次に、３点目の廃棄物行政についてのご質問に

お答えいたします。一般廃棄物収集運搬業務委託

の現状とあり方についての１点目、指名競争入札

に関し、平成20年、21年度に事業者を新規に加え

ているが、今後も指名に新規事業者を加えるかに

ついてでありますが、議員ご承知のとおり、平成

21年度から一般廃棄物収集体制の統一を図ったと

ころであり、それに伴い収集運搬業務委託につい

ても、市内全域を指名競争入札に統一したところ

であります。

指名競争入札に当たっては、政令で定められた

委託基準のほか、市で定めた業務委託基準要綱の

受託業務を遂行するに足りる施設、人員及び業務

の実施に関する相当の経験等の委託基準を満たし

た事業者を指名し実施しているところであり、新

規事業者についても、この委託基準を満たしてお

れば指名することとなりますので、ご理解を賜り

たいと存じます。

２点目の入札に当たり、契約保証を求めること

により事業者の負担が過重になっているのではな

いかについてでありますが、収集運搬業務の契約

約款第12条において、保証人に対して委託業務を

請求できるのは委託期間内に完了を見込めないと

き、正当な理由なく委託業務に着手しないとき、

契約に違反したときなどを定めております。収集

運搬業務は、市民生活への影響が大きく、安全、

確実な業務の遂行が必要なことから、万が一に備

、 、えての保証であり 決して過重となるものでなく

委託契約を結ぶに当たって保証人は不可欠なもの

と考えております。

次に、３点目の今の状況から指名競争入札制度

を維持できるのか、また随意契約をせざるを得な

いのではないかとのご質問にお答えいたします。

議員ご指摘の平成22年度の一般廃棄物収集運搬業

務委託入札においては、一部落札者が契約締結に

至らなかった経緯がありましたが、委託業務は滞

りなく実施されております。また、議員ご発言の

予定価格の漏えいや便宜を図るなど、いわゆる官

製談合はありませんでしたし、入札は厳正に執行

されております。なお、市内全域を統一した収集

運搬委託業務体制は、確実な業務推進を図るため

にも実績と経験のある事業者への業務委託が効率

的、また経済的であることから、今後とも地方自

治法及び廃棄物の処理及び清掃に関する法律を遵

守し、指名競争入札制度を継続するものと考えて

おりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（村中徹也） 経済部長。

〇経済部長（櫛引恒久） 尻屋崎周辺の漁業の現状

と沖合底びき網漁業の操業禁止ラインについて、

市長答弁に補足説明させていただきます。

尻屋崎周辺から以南の太平洋沿岸海域は、イカ
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やサバなどの好漁場であることから、沖合底びき

網大中型まき網、小型底びき網の沖合漁業者と沿

岸漁業者の双方の漁船が狭い範囲で競合しながら

操業している現状にあり、沖合底びき網漁業者等

と沿岸漁業者とのトラブルやスルメイカ資源の枯

渇、さらには操船事故等が懸念されることから、

資源管理や安全操業のため、操業ラインの話し合

いが行われてきたものであります。

現在の操業ラインは、平成14年８月に許可の一

斉更新が行われた際、沿岸漁業者から出されてお

りました要望を受け、尻屋崎等における操業禁止

ラインが一部1.4海里に沖出しされたものであり

ますが、この改正された操業禁止ラインにおいて

も沿岸漁業が営まれている漁場内に依然として沖

合底びき網漁業の操業区域が設定されていること

から、沿岸漁業者はさらなる改善を求めて、これ

、 、まで国に陳情 要望してきたところでありますが

成果を得ることができないまま推移しておりま

す。このことから、大畑地区を含むイカ釣り等の

沿岸漁船が安心して操業できない現状と資源管理

などの問題解決に向けて 去る５月27日に2,000人、

を超える漁業者が青森市に参集し、漁民総決起大

会が開催されたものであり、大会で決議された沿

岸沖合の共存共栄が図られ、安全が保障された操

業海域のすみ分けの実現に向けて関係機関と連携

し、国や県に対し要望してまいりたいと考えてお

りますので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（村中徹也） １番。

〇１番（澤藤一雄） まず、１点目の沿岸漁業と沖

合漁業のすみ分けの問題につきましては、トロー

ルという漁法そのものが魚種の別なく、大小の別

なく、いるものをすべてとるということで、かつ

て大畑前沖でチャッカ船による板引と称するトロ

ール漁業が行われまして、随分沿岸の漁業資源が

なくなったということで、これを禁止ということ

になった経緯があります。ですから、そういう意

味では尻屋の非常に漁場環境のいい場所で、一本

釣りの漁船等がひしめき合っている中を大きいト

ロール船が、この瀬の上を往復するというような

状況があります。非常にほかの漁業に与える影響

が大きいので、ぜひとも市としてもこの規制につ

いて漁民の意見を聞きながら頑張っていただきた

いと、このように思います。

、 、次に 洪水対策についてでございますけれども

確かにこのレベル２の施設をつくるために十数億

円を要すると聞いたときにはびっくりしたわけで

ありまして、非常に財源を見つけるのが大変だろ

。 、うなというような思いもいたします ただしかし

川内ダムをつくるために202億円かかったという

ような実績が、さきの質疑の中で明らかになった

経緯があります。ですから、十数億円という金額

に余り驚かないように、ひとつ国等の財源も常々

注意を払って見つけていただいて、ぜひ早くにこ

れを実現願いたいと、このように思います。

そして、排水路の断面が小さいというような問

題でございますが、先ほどの答弁にも私の質問に

もありますように、やはりバイパスの影響が大き

いだろうと。そして、一気にそのバイパスからバ

イパスの坂を下った雨水がその地域に流入すると

いうような大きな問題があります。そして、水の

浸透性をなくしてきた今までの、これは居住区が

広がったということで仕方のない部分があるわけ

ですけれども、やはりそういう原因に対応する断

面がないということなので、ぜひこれの改修とい

いますか、あの断面を大きくする構造にぜひ整備

を願いたいと。

そして、計画をつくってというような答弁であ

りました。この計画、調査計画、そして完成をど

の程度の期間見込んで、いつごろの完成を目指す

とするのか答弁をお願いします。

〇議長（村中徹也） 建設部長。

〇建設部長（山本伸一） ご質問にお答えします。
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まず、バイパスの水の処理でございますけれど

も、先日来十分調査させていただきますと、どう

も山手のほうから沢水が流れ込んできまして、そ

れが下の大安寺の池の中にたまってくると。そこ

である意味調整池の役割がなされているというこ

とで、そこでもっとある程度の部分で防げないか

というのがまず第１点でございます。それにつき

まして、少し策をしたいなと思ってございます。

それがまず１点でございます。

もう一つ、本町地区の冠水につきましては、あ

そこの側溝の流れを調べますと、どうも冠水近く

の底がとまっている部分がございまして、一方下

流側に行きますと若干流れていると。その交差点

の部分で２本の側溝が合流しているわけです。そ

の先が流れている、ここが流れていないという部

分がございましたものですから、そこを上げて確

認しましたところ、やはり流木といいますか、角

材が、大きなものが、もともとあの辺は木材の集

積所もあったかと思いますけれども、そういう部

分で木材が側溝に詰まっていたと。それを取り除

いたら案外すっと流れたという部分もございまし

た。したがいまして、それも一つの冠水要因にな

っていたのではないかとちょっと思いましたもの

ですから、その周辺の側溝を見まして、結構泥が

側溝の中で詰まっていたものですから、まずそこ

の部分を、本町地区の側溝の中を、ある程度の断

面確保しようということで、大畑庁舎とも協議い

たしまして、泥を取り除こうということをまずや

ってみたいと。

それから、下流断面につきましては、ご指摘の

、 、とおり 昔用水路で使っておられたでしょうから

直角に曲がられたり歪曲したりという部分は確か

にございます。そこのところの改修も、これは必

要ではないかと。ある部分においては、用地確保

も必要であろうというのは確認してございます。

それは、これから交渉になります。ただ、改修で

、 、きる部分につきましては 破損箇所も含めまして

どんどん進めていきたいと思っております。

それと、若干勾配が逆勾配になっている部分も

あるのではないかということもちょっと考えられ

ましたものですから、手始めにはまずそういう部

分からやらせていただいて、検証したうえで、ま

た可能性ある部分を追求していきたいと思ってご

ざいます。

以上でございます。

〇議長（村中徹也） １番。

〇１番（澤藤一雄） ずっと下流のほうでは、既に

断面を大きくして整備をされた状態になっており

、 、まして 今のこの古い部分が自然に壊れるという

老朽化が非常に進んでいるというような見方を私

しております。そして、急角度に屈曲している部

分についても、これは真っすぐにする、あるいは

流木があるとか、そういう部分についてはすぐに

でもできるわけですけれども、やはり老朽化して

いるということと、そして断面が小さいというこ

ととあわせまして、やはり真っすぐにするのも含

めて、全部改修ということを視野に入れないと根

本的な解決にならないだろうと思うのです。です

から、応急的な、当面そういう部分的な改善をす

るけれども、全面改修をどう計画していくのかお

尋ねします。

〇議長（村中徹也） 建設部長。

〇建設部長（山本伸一） 先ほどの市長答弁にもご

ざいましたように、洪水対策の抜本対策につきま

しては、これは元来、従来我々申し上げてきたと

おりの計画で変わりはございません。ただし、そ

の手前で、ある意味沢水処理がもしかするとでき

る可能性があるならば、水の流れを分散して持っ

ていくということが考えられます。そうなります

と、本町地区とか下流側への負担が少なくなるこ

とも考えられますので、そっちのほうを先に検討

したいなと思っております。
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〇議長（村中徹也） １番。

〇１番（澤藤一雄） 流量を分散するというのはわ

かるのですけれども、今までも多分大畑庁舎にお

いていろいろ何ミリ降ればどれくらいの水量にな

ってどういう流れ方をするかというデータについ

ては把握しているのだろうと思うのです。ですか

ら、かつて農業用水にしておったところが縮小に

なって、今公園になっていますけれども、そこの

貯水量がどのくらいでというのは、きっとデータ

があるのだろうと思うのです。ですから、時間を

かけて見るというようなことも、それは必要な部

分もありますけれども、今まで蓄積してきたデー

タをちゃんと把握されて、抜本的な計画を立てて

いただきたいと、このように要望しておきます。

次に、一般廃棄物の収集運搬業務についてでご

ざいますけれども、壇上でも申しましたが、この

契約保証金のほかに契約保証人が必要だというこ

とになりまして、１路線を落札しましたと、だけ

れども、そのためによその業者さんから１路線分

の保証をいただかなければならない。自分のほう

も相手方に対して保証を求められる場合があるわ

けです。それお互いに保証し合うわけです。だけ

れども、実質そういう考え方でいきますと、１路

線を受託するためには２路線分の設備と、要は車

と人員が必要だということなのです。ですから、

その保証人というものはそういうものだろうと思

うのです。その場合に、入札業務遂行に足る金額

の中に保証部分の経費が積算されているのでしょ

うか、お尋ねします。

〇議長（村中徹也） 民生部長。

〇民生部長（齋藤秀人） 契約保証人の部分におい

て積算がされているかということでございますけ

れども、まず契約保証人の解釈としては、先ほど

市長答弁のとおり、万が一のためということでご

ざいますので、今澤藤議員が思っています常時待

機とかというふうなものではないというふうな考

えを持っています。そのために予定価格の積算に

は、その保証部分の、また保証者の車とか人員の

経費は含まれていないということでございます。

〇議長（村中徹也） １番。

〇１番（澤藤一雄） 常時配備しておくといいます

か、用意しておくというようなことは要らないの

だと言うけれども、万が一ですから、恐らくほと

んどそういう事例は発生しないのだろうと思うの

です。だけれども、余分に車を、あるいは人員を

持っていないと保証をしてあげられないわけで

す。ということは、車を持っていなければならな

いということになるわけですよね。お互いに保証

し合うということになりますと、１路線自分で受

託をしますと。そのほかに相手方に対して保証し

てもらった分保証しますということになると、車

が２台ないと相手方に対して保証をしてあげられ

。 、 、ないわけですよね つまりは １路線をやるのに

受託するのに２台の車がないとできないという計

算に私はなるのですけれども、どうもその辺の答

弁が私の認識と違うのですけれども、これ何の不

思議もないのです。１路線やるのに２組の設備と

人員を求めているのです、契約書の中で。ですか

ら、積算の中に入っているのですかということで

す。

〇議長（村中徹也） 民生部長。

〇民生部長（齋藤秀人） 先ほど答弁したとおり、

予定価格の積算には保証人に係る経費は算入され

ておりません。

この保証人の考え方なのでございますけれど

も、まず入札の部分において、確かに市でやる一

般廃棄物収集運搬業務委託については保証人を求

めてございます。それについても、その保証人に

ついては、万が一その事態が起きた場合業務の確

実の遂行を求めるためのある程度の法令で定める

基準というふうなものを当てはめてございます。

しかしながら、入札の実際の実数的な話をしてい
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きますと、例えば可燃物の収集運搬に関して今回

入札件数が17件ございました。それに対するその

車両は17台となりますけれども、これに対する応

じた事業者が持っている車両というのは54台ほど

あります。そうすると、３倍程度のものがあるな

と。この54台のうち当然保証人として17台がなり

ます。が、17台においては、これを規制するので

はなくて、常にその辺のところについては、市以

外の業務、例えばですけれども、事業系のごみと

か、そういうふうなものを搬入搬出する分に常に

業務として充てておりますので、我々もその辺の

ところは規制をしないで、業務に当たって万が一

それがあったときには保証はお願いしますよとい

うだけのものでございます。

以上でございます。

〇議長（村中徹也） １番。

〇１番（澤藤一雄） どうも私理解できません。と

いうのは、規制はしないけれども、本来市町村固

有の事務を民間委託しているわけですから、市民

の皆さんが出したごみが速やかに適切に運搬され

なければならない、そのための業務委託なわけで

す。そうした場合に、保証に使われる車を常時押

さえておかなくてもいいのだと、ほかの業務に使

っていてもいいのだから保証は大丈夫なのだとい

うような、17件に対して五十何台あるのだという

、 、ような答弁ですけれども そういう話ではなくて

積算の中にその車の経費が入っていないと、その

。 、車の分の経費はどこから出るのですか ですから

やはりそういう保証のためにかかる経費があると

すれば、積算の中に入るのが妥当だろうというの

が私の言い分です。まずこれはこれとして。

その万が一というようなことのもう一つのテー

マがあるわけですけれども、この万が一というの

、 。は 今までどれくらい発生したことがありますか

〇議長（村中徹也） 民生部長。

〇民生部長（齋藤秀人） 澤藤議員の発言の中にあ

りましたけれども、最近では保証人により履行さ

れた実績がないということでございます。

〇議長（村中徹也） １番。

〇１番（澤藤一雄） 万が一がないと、今までそう

いうことがなかったというような答弁でございま

した。ということは、そういういわゆる積算もし

ていないものを業者に負担を求めるというような

あり方がそれでいいのかということなのです。で

すから、本来市の固有の事務だということでござ

いますので、万が一の場合には、例えば市がかわ

ってその業務をやりますよと。これは、その車が

リースになるのか、あるいは職員が臨時採用にな

るのか、そういう備えをすれば、業者に負担を求

めなくて済むというようなことだってあるわけで

す。ですから、非常に業者の皆さん、厳しい経営

になっていると思うのです。そして、そこに働く

従業員の皆さんも厳しい労働になっていると思う

のです。そういうことからすれば、過剰な負担を

求めない、求めるのであれば積算の中に入れる、

これどうですか。

〇議長（村中徹也） 民生部長。

〇民生部長（齋藤秀人） 先ほど来申し上げている

とおり、万が一の場合という部分の、要は契約者

がその履行期間内に業務を完了できなかった場合

とかというふうな先ほど市長答弁がありましたと

おり、その部分でございますので、保証人に関し

ては積算に関する部分については算入しなくても

まずいいのではないかなと思ってございますし、

また市が代行するというふうなことについては、

ほとんど発生しないという部分もありますけれど

も、じん芥車両、人員の確保という部分が市では

ありますので、この業務委託基準に大きな相違を

生じることになることもありますので、市として

代行する体制はなかなか今は難しいのではないか

なと考えてございます。

〇議長（村中徹也） １番。
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〇１番（澤藤一雄） 非常に私ちょっと理解できな

。 。いのです 市長の考えもお伺いしたいと思います

契約保証人の１コース１路線に対して余分の設備

を持たなければ、実質的に持たなければ保証し合

うというようなことができない、つまり１路線を

とると２台分の車の経費が必要になるというよう

な部分で、本当にこれを積算に入れないまま今の

まま続けるのですかということです。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） この収集運搬業務は、安定

的な形の中で進めなければいけないというふうな

ことがまず一番の基本だと思います。何かあって

万が一というふうな先ほど来お話があり、万が一

このコースがとまってしまったというふうなとき

はどうするのかと。そのためには、やはり業務の

遂行が必要だということから、安全確実な業務が

必要だということからの保証、これは必要である

と、こういうふうな認識を私は持っております。

〇議長（村中徹也） １番。

〇１番（澤藤一雄） そうであるとすれば、積算に

入れればいいのではないですか。保証部分につい

て、積算に入れれば何の問題もないわけです。い

かがでしょう。

〇議長（村中徹也） 民生部長。

〇民生部長（齋藤秀人） 繰り返しの答弁で申しわ

けありませんけれども、今万が一というふうな部

分でございますので、その辺のところが実績もな

いというようなことですと、保証人制度そのもの

の根本的なものになってくるかもしれませんけれ

ども、我々としてはやはり何かあったとき、事業

者が努力によって保証人を使わなくてもできるよ

うな形にはなっていくというのは見えてございま

すけれども、しかしながらやはりその万が一のと

きに事業が継続できずに市民生活に支障を来す、

市民サービスが衰えるというふうなことを考えま

すと、この保証人のところは継続しなくてはいけ

ないと思っています。しかしながら、保証のその

積算の部分においては、そういう意味からします

と、万が一というふうなことの言葉一つでくくっ

てしまいますけれども、経費を算入するものでも

ないと思っています。

〇議長（村中徹也） １番。

〇１番（澤藤一雄） 今の場合には、保証金を求め

たうえに保証人が必要だというようなこの契約の

中身になっているわけでございます。ですから、

これは二重の保証というようなことではないので

すか。契約保証金も積みなさい、そして契約保証

人もつけなさいというようなことになっているわ

けです。そして、積算の中には入らないというよ

うなことになるわけです。これは、いろいろ後ろ

でも議論がありますので、十分検討していただき

たいと、このように思います。

冒頭でも申しましたけれども、非常にこの市の

業務の発注について疑義があります。細かいこと

については、これ以上この場では申しません。通

告をしてありましたけれども、これ以上は申しま

せんが、市長の言われるコンプライアンス、これ

に大きい疑義があります。ですから、職員が今ど

ういう状況に置かれているのか、この業務遂行に

ついて、業者との関係がどうなっているのか、こ

の辺を市長はやはりきちんと把握する、客観的な

目でそれを把握して、適正に行われているのかと

いうようなことに常に意を用いて、問題があれば

速やかにそれを改善するというような、今までも

壇上で申しましたけれども、いろんな不祥事、問

。 。題が起きています そうなる前にどこかでとめる

例えば担当者が間違ったことをやりました、だけ

れども、それが上司のところに上がっていったと

きに、これを上司も追認せざるを得ない、最終的

には市長の責任にかかってくるわけです。そうい

う職務遂行のうえでいろんな職員が状況に巻き込

まれていく。人事異動があって、かわったばかり
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の方も前任者のやったことを踏襲しなければなら

ないというような状況が生まれているようであり

ます。ですから、そういう職員が置かれている状

況をよくよくしんしゃくされて、行政組織の、あ

るいは業務遂行上のその問題点がきちんと小さい

段階でわかるようなあり方にぜひ市長にはしてい

ただきたいと、この辺で市長の思いをお伺いしま

す。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） さまざま一般廃棄物の収集

運搬業務のこの部分については、３月の末からつ

いこの４月、そしてまたさまざまな部分で、今澤

藤議員具体的な内容はお話しにはなりませんけれ

ども、んっというふうな部分、そういうふうな部

分は私に報告は上がっております。この部分はし

っかり、つまりこれが全体の形の中で指名競争入

札をとったということが昨年度からですか、そう

いうふうな形で非常にまだ事務的な流れの中で、

しっかりとしたシステムが構築されていない部

分、こういう部分がやはりあったのかなというふ

。 、うな思いはいたしております そういうところで

過失のないようにということで、私は担当のほう

には強く訓辞をしているところでありますので、

信頼感を増すような形の中でこの業務委託につい

ては遂行していきたいと。

基本的には、先ほど来壇上でお話ししたような

基本線をしっかりと踏襲しながら、その細部の事

務的なことについてはしっかりと対応するよう

に、法令遵守ということにのっとって進めていか

なければいけない事業であると、こういうふうに

思います。しかしながら、あえて澤藤議員が内容

まで言いませんけれども、職員の部分、ご懸念な

さっている部分、私は決してそれはないというふ

うな思いで臨んでおりますので、ご理解をいただ

きたいと、このように思います。

〇議長（村中徹也） これで、澤藤一雄議員の質問

を終わります。

午後２時20分まで暫時休憩いたします。

午後 ２時１０分 休憩

午後 ２時２０分 再開

〇議長（村中徹也） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎斉藤孝昭議員

〇議長（村中徹也） 次は、斉藤孝昭議員の登壇を

求めます。26番斉藤孝昭議員。

（26番 斉藤孝昭議員登壇）

〇26番（斉藤孝昭） むつ市議会第204回定例会に

当たり一般質問を行います。

質問事項の１つ目は、市職員の適正な人員配置

と労働環境のフォローについて、２つ目は子ども

夢育成基金について、３つ目は公園の維持と整備

についての３項目であります。

初めは、市職員の適正な人員配置と労働環境の

フォローについてであります。地方行政を取り巻

く環境は、地方分権一括法の施行や市町村合併な

ど、この約10年間で目まぐるしく変化し、自治体

のあり方についても問われるようになりました。

また、住民のニーズも時代に合わせ多様化し、行

政に対する意見、要望もより多く寄せられる時代

となっています。さらに、政権が自民党から民主

党へ変わり、新たな政策や制度に対応、対処する

ため、市職員の仕事量が増加していることはご承

知のことと思います。

市長は、職員の退職者不補充や採用の抑制によ

る人員の削減やさまざまな手当の削減、見直しを

財政健全化への施策として行ってきましたが、特

に職員数の削減については、基礎となる人員計画

や将来構想があったのでしょうか。組織の統廃合

や機構の見直しなどを行い、少数精鋭のスリムな
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行政にする考えは評価するものの、一方で職場に

よっては繁忙感がつきまとい、精神的に苦痛を感

じる職員も少なくないと聞いております。条例に

定める職員定数は合併時の平成17年から改正があ

りません。合併後６年目に入ったこともあり、各

部課の人員は適正に配分、そして配置されている

のか検証し、あわせて職員定数条例の見直しの検

討に入るべきと思いますが、市長のご所見をお伺

いいたします。

また、職場の繁忙感が増すことによって、職員

のモラルの低下や住民サービスの低下につながる

可能性があります。モラルの低下は、事務事故か

ら不祥事へ発展するかもしれません。住民サービ

スの低下は、住民に対する理不尽な対応や手続等

に時間がかかるなどにつながります。さらに、市

長が進めている職員の地域活動への積極的参加と

いう意識は高揚されないという状況が考えられま

す。そこで、時間外労働が多い職場や休暇取得が

少ない職場のフォローはどのように行われている

のかお聞かせ願いたいと思います。

次は、子ども夢育成基金についてであります。

この基金は、さきの３月定例会にて議決された条

例でありますが、設置の目的、この基金を充てる

事業について、いま一つ納得がいかないことがあ

りましたので、一般質問の項目といたしました。

、 、そして 助成の割合の見直しや対象者の拡大など

住民の各方面から強く要望がありましたので、当

局の考えを改めてお聞きするものであります。

この条例では、東北大会や全国大会へ出場する

場合にかかる遠征費の３分の１を基金から助成す

るということですが、昨年まで実施していた教育

委員会からの遠征費の３分の１補助と何ら変わり

ません。この条例の目的は、子供の未来の可能性

を支援するという内容であります。私は、東北大

会や全国大会へ地区の代表として出場すると同時

にむつ市を自動的にＰＲできるコマーシャル媒体

になると思っています。活躍すればするほどむつ

市の知名度は上がります。その結果、当市での合

宿や大会誘致、交流会などの実現が増し、むつ市

に与える経済効果ははかり知れません。さらに、

その子供たちが将来のふるさと納税の対象者にな

る可能性を考えれば、最少の経費で最大の効果を

上げられると思っております。よって、遠征費の

全額助成をしてもよいと考えますが、市長のご所

見をお伺いいたします。

また、この事業の対象者は小・中学生でありま

すが、高校生に対しても事業対象とすることを訴

えます。高校生の競技会は、市外で行われること

がほとんどで、負担が家計に響きます。能力があ

りながら競技をあきらめた生徒を何人か知ってい

ますが、せめて東北、全国大会への遠征に助成す

ることができないでしょうか。繰り返しますが、

むつ市から地方遠征に行った場合は、間違いなく

市のコマーシャルになります。そして、補助や支

援を受けたことによるふるさと意識の高揚にもつ

ながると私は考え、助成対象を高校生まで拡大す

べきと思いますが、市長のご所見をお伺いいたし

ます。

、 。最後は 公園の維持と管理についてであります

その１は、代官山公園を気軽に利用できる環境整

備を進めるべきということであります。代官山公

園は中世の城跡で、江戸時代は田名部代官所、そ

して田名部高等女学校、第二田名部小学校として

中世から現代まで公共的に使われてきた地域の歴

史の象徴となる場所であります。公園の中心部に

、 、あるコウヤマキは 推定樹齢300年以上と言われ

この大木を中心に公園が維持管理されてきまし

。 、 、た しかし 周りの樹木の手入れがされておらず

。 、公園内をうかがうことが困難であります さらに

照明設備も不備なことから、防犯上よくない環境

となっていることはご承知のことと思います。ま

た、池の跡が長年手つかずとなり、トイレが老朽
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化し、不衛生な現状を改善すべきです。また、公

園の外にある木が余りにも生い茂っているため、

外からは公園なのかわからない状況になっていま

す。そこで、改善策として公園の紹介看板を設置

すること、そして県道４号線側から階段などによ

る入り口を設置することを提案いたしますが、市

長のお考えをお聞かせください。

その２は、水源池公園の周辺整備と旧大湊水源

地水道施設の保存をどのように行っていくのかを

。 、 、お聞きいたします この水源池公園は 明治42年

旧海軍要港部専用水道として竣工し、その後昭和

51年まで大湊町第一水源地として使用され、現在

は水源池公園として市民の憩いの場として親しま

れています。また、水源池公園内にある旧大湊水

源地水道施設が昨年12月に国の重要文化財の指定

を受けたことにより、周辺の環境整備や重要文化

財の保存を計画的に行っていく必要があると思い

ます。そこで、水源池公園を含む周辺整備をどの

ように行っていこうとしているのか、そして旧大

湊水源地水道施設の保存を含む周辺の維持管理を

どのような考えで進めていくのか市長のご所見を

お伺いいたします。

以上で壇上からの質問を終わります。

〇議長（村中徹也） 市長。

（宮下順一郎市長登壇）

〇市長（宮下順一郎） 斉藤議員のご質問にお答え

いたします。

まず、市職員の適正な人員配置と職員の労働環

境のフォローについてのご質問の第１点目、職員

定数条例の見直しについてであります。現在の定

数条例は、合併当時の職員数をもとに制定したと

きのままでありまして、実際には平成17年４月１

日現在の職員698名から本年４月１日においては

603名まで削減しております。今後の適正な職員

数を算定するため、平成20年度より新たな定員管

理計画の策定作業に着手しております。具体的に

、 、は 行政規模が同程度の類似団体と比較しながら

標準とされる職員数の検討、さらには昨年度全庁

的な業務量調査を実施し、各所属における業務の

実態を把握し、適正な人員の配置や事務改善に役

立てることとしております。

定年退職者数は、ここ数年とも30名から40名前

後の人数で推移してまいりますが、やみくもに人

員を削減するための計画ではなく、中長期的な視

点に立って年齢層のバランスも考慮に入れつつ、

必要な人材を確保しながら適正な職員数となるよ

う調整を図り、本年度中に新たな定員管理計画を

。 、策定することとしております この計画をもとに

定数条例の見直しを図ってまいりたいと考えてお

りますので、ご理解を賜りたいと存じます。

次に、ご質問の第２点目、時間外勤務が多い職

場や休暇取得が少ない職場のフォローについてで

あります。時間外勤務が多く休暇取得が少ないと

いうことは、一義的には業務量が過重であろうと

判断されるところであります。日ごろより所属の

一部について時間外勤務が増加した場合において

は業務の平準化を所属長に求めており、業務量と

人員配置のアンバランスについては、毎年実施さ

れる所属長ヒアリングを通じて適正な人員配置に

努めているところであります。

また、昨年度からグループ制を導入し、課長裁

量で、より柔軟な課内の人員配置体制をとるよう

指導しているところでありますが、効果的な運用

にはまだ時間がかかろうかと存じます。

所属ごとに、また時期的に業務の濃淡があるこ

とは否めませんし、業務のピーク量に合わせて人

員配置するということは困難でありますので、あ

る程度の時間外勤務はやむを得ないものと考えま

すが、過重な勤務は職員の健康や生活を犠牲にす

ることにもなりかねず、ひいては不公平感やモチ

ベーションの低下につながるおそれもあります。

また現下、ワーク・ライフ・バランスが社会的に
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価値あるものとして叫ばれていることでもありま

す。このようなことも踏まえ、仕事と生活の調和

が図られ、職員の意欲向上に資するよう適正な人

員配置や組織機構のあり方について一層配意して

まいる所存でありますので、ご理解賜りたいと存

じます。

次に、子ども夢育成基金につきましては、教育

委員会からお答えをいたします。

次に、ご質問の３点目、公園の維持と整備につ

いてお答えいたします。まず、お尋ねの１点目の

代官山公園を気軽に利用できる環境整備を進める

べきについてでございますが、代官山公園は整備

後30年近く経過し、当時植栽した木々が相当大き

くなっており、代官山公園のシンボルツリーであ

りますコウヤマキをしのぐほどになってきている

ことや、同じ時期に植栽した低木も株が肥大化し

てきていることから、園内で遊ぶ子供の姿が見え

ない、公園内が暗い、光も差さない等と環境の悪

化を指摘されているところであります。このこと

から、明るいイメージの公園づくりを目指して、

今年度も公園内の樹木の間引き作業を部分的にで

はございますが、実施する予定であり、来年度以

降も引き続き計画的に実施してまいりたいと考え

ております。

また、田名部まつり等の祭り期間は、若者たち

のたまり場となっているとのご指摘でございます

が、この要因は同公園に設置されております照明

灯の老朽化や設置箇所数に問題があるのではない

かと思われますので、その適正化に向けた十分な

検討を実施して、市民の皆さんが安心して利用で

きる公園になるように改善してまいりたいと考え

ております。

なお、当時整備いたしました池は老朽化により

ポンプ施設等が使用できない状況となっており、

池としての機能を果たしていない状況でございま

す。今後この池の有効活用を図るためにも、この

形状を利用し、花壇等別の利用も視野に入れた検

討をしてまいりたいと考えております。

また、公衆トイレに関しましては、清掃作業を

４月から11月までは毎日、12月から３月までの冬

期間は週１回実施しておりますことから、これか

らも衛生面については十分に留意して管理してま

いりたいと考えております。

次に、階段の整備でございますが、地域住民が

往来しやすいように、恐山街道側にアクセスがし

やすい位置に設置したいと考えておりますので、

地権者と協議し、協力をいただきながら設置に向

けて努力してまいりたいと考えております。

また、公園内の案内看板につきましても、代官

所跡地という歴史的背景にも十分配慮しながら設

置する方向で検討してまいりたいと存じますの

で、ご理解賜りたいと存じます。

次に、お尋ねの２点目、水源池公園周辺整備と

旧大湊水源地水道施設の保存をどのように行って

いくのかについてでございますが、ご存じのよう

に、旧大湊水源地水道施設の第一引入口、沈澄池

堰堤、乙水槽の３施設と、附（つけたり）として

大近川取水所、甲水槽が平成21年12月８日に官報

に掲載され、国の重要文化財の指定を受けており

ます。これを踏まえ、今年度は同施設のある水源

池公園を核とした周辺整備構想を市民協働で策定

するべく、今月25日に発行の市政だよりにワーク

ショップメンバーの募集を掲載することとしてお

ります。このワークショップでは、この貴重な観

光資源と周辺の景観を有効活用し、市民並びに観

光客に親しまれる憩いの観光ゾーンをどのように

形成していくか、市民主導のもと、フリースタイ

ルで意見を出し合い、その市民の皆様からのご意

見をまとめ、整備構想を策定することとしており

ます。

また、この構想の対象範囲は、同公園はもとよ

り、周辺の貴重な観光スポットとしても活用でき
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る海上自衛隊の資料館北洋館や石づくりの洋風建

築物として建物そのものが貴重な文化財である文

化財収蔵庫と同様の構造を持つ旧大湊高校女子寮

等々、さらに景観資源としての陸奥湾や芦崎湾、

そこに停泊している大湊地方隊の自衛艦隊などさ

まざまな資源が存在するものと考えておりますの

、 、で 市民の皆様の貴重なご意見をお伺いしながら

整備構想を策定してまいりたいと考えております

ので、ご理解賜りたいと存じます。

次に、同施設の維持管理については、さきに申

し上げましたとおり、同施設が国の重要文化財の

指定を受けましたことから、管理、修理、復旧等

に関することは文化財保護法により県の教育委員

会の指導を受け、文化庁の指示により進めること

となります。このことから、教育委員会生涯学習

課と連携し、施設の状況について、県教育委員会

文化財保護課を経由し、文化庁へ修復等について

調査依頼をすることとなりますので、ご理解賜り

たいと存じます。

〇議長（村中徹也） 教育長。

（遠島 進教育長登壇）

〇教育長（遠島 進） 斉藤議員のご質問にお答え

いたします。

まず、ご質問の第１点目、東北大会や全国大会

へ出場する場合の遠征費の全額助成についてであ

ります。市では、これまで青森県大会を経て東北

大会、全国大会へ出場する場合に、その大会の参

加料、交通費、宿泊料及び楽器運搬費の３分の１

を助成してまいりました。補助金の増額について

は、機会あるごとに議員各位から要望を受けてい

るところでありますが、代表となった者に対して

のみの助成という視点、子供たちの競技力等が向

上している現状から、今後さらに助成対象がふえ

ることが予想され、継続的な助成制度を維持する

必要があること、さらには県内の状況等を総合的

に勘案し、現在の補助率を維持すべきと考えてお

りますので、ご理解を賜りたいと存じます。

次に、ご質問の第２点目、助成対象者の高校生

までの拡大についてであります。現在の助成対象

者は、小学生及び中学生に限定しております。こ

れは、教育委員会が所管しているのは小学校と中

学校であり、その支援対象は義務教育に限定され

るとの考え方からであります。したがいまして、

国・県または法人が所管する高校につきまして

は、それを所管する機関がそれぞれ対応すべきも

のであろうと考えております。

高校になりますと、常に全国レベルを目指して

活躍している部活動等も多くなることから、その

活動の充実のために各学校で部活動援助費等を独

自に予算化しているところがほとんどでありま

す。そのため、東北大会、全国大会へ出場する選

手に対する補助金等の支援についても、義務教育

である小・中学校よりも充実している部分がある

とも伺っております。このようなことから、教育

委員会といたしましては、当面小・中学生を対象

とした助成制度としたいと考えておりますので、

ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（村中徹也） 26番。

〇26番（斉藤孝昭） 質問の１点目の職員定数の適

正な配置ということに再質問させていただきま

す。

調査を終わった後、計画的にその配置基準を変

えるための計画を立てるのだということは理解す

るものですが、普通の会社と言ったらいいのか、

企業と言ったらいいのか、ちょっと表現はわかり

ませんが、大体使用する側と使用される側、つま

り労働組合があって、そこといろんな人員交渉、

または時間外の申請などのやりとりをするのです

が、公務員には労働基準法第36条、私たちは三六

協定と言いますが、それが適用外なのです。なの

で、労務を担当する職員の目線でその職場の状況

を確認するしかないのです、方法は。なので、意
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外と対比したやりとりがなかなかできない状況に

あるのですけれども、そこのところを労務を担当

する部署はどれぐらい積極的に労働環境をよくし

ていくかというところに力を入れないとだめなの

です。今むつ市ではその労務を担当する箇所、い

ろいろ各部署に確認はしているという答弁ではあ

りましたが、具体的にどういうふうな形でその時

間外が多い少ない、業務量が多い少ないの職場の

やりとりをしていたのかお知らせください。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 先ほど壇上で答弁を申し上

げましたけれども、実は昨年度、電源地域振興セ

ンターのほうに業務量の調査、そして業務実態を

把握してもらうようにというふうなことで、つま

りこれまでこの数年間、退職者不補充というふう

な形でどんどん、どんどん六百数名のところまで

職員が減ってきております。そこをまたグループ

制ということで、非常にフレキシビリティーに考

えようというふうな組織の課の中で、そういう体

制はとったものの、特にまた昨年度は市制施行

50周年、合併５周年、そして庁舎移転という大き

な事業がありまして、毎週とにかく出て行事があ

るというふうな状況の中で、私もやはりその部分

で職員に非常に負担をかけているなというふうな

思いはあります。しかし、思いだけで、例えばそ

の定数を管理しようというふうなことではなく

て、やはりそこの部分ではデータとしてしっかり

とらえなければいけないということで、昨年度電

源地域振興センターのほうに依頼をいたしまし

て、その第三者的な見方、そしてその統計的な見

方、数値化するというふうな形の中で、それを業

務量調査として実施をしたところであります。そ

れを踏まえて、今年度さまざまな形の中で定員管

理計画、これを策定していきたいというふうなと

ころに至っているわけでございます。

〇議長（村中徹也） 26番。

〇26番（斉藤孝昭） それでは、その定員計画です

か、いつごろ発表するのでしょうか。

〇議長（村中徹也） 総務政策部長。

〇総務政策部長（阿部 昇） 先ほどの市長の答弁

にもございましたが、本年度中にその計画を策定

する予定でございまして、それに基づいて現行の

定数条例の見直しにつなげていくと、こういう予

定でご理解をいただきたいと思います。

〇議長（村中徹也） 26番。

〇26番（斉藤孝昭） 今、国会閉会しましたが、こ

ういう法律の改正があるようであります。地方自

治法の一部を改正する法律、結構地方自治法の一

部を改正する法律というのはあるのですけれど

も、この中の一つに行政機関等の共同設置に関す

る事項というのがありまして、これがもし法案が

通ると、私の勝手な解釈ですけれども、行政機関

の共同設置ということで、例えば今議会事務局、

選挙管理委員会の事務局、監査委員の事務局、農

業委員会の事務局、教育委員会の事務局というこ

とで、市長の下の職員ではなくて、独立した行政

機関ということになっています。これも定数条例

にあって、全部ここは定数が各職員とも決められ

ていますが、この法律が通りますと、共同設置を

してもいいというふうなことになるのです。そう

すると、各地方自治体の判断になるかもわかりま

せんが、例えば、では今言った４つ、５つの行政

機関がどれぐらいの仕事量なのか、果たして今の

定数どおり必要なのかというふうな考え方も変え

ていかないとだめだと。では、実際どうなのかと

いうのも調べないとだめなのですけれども、先ほ

どはむつ市役所の労務担当者の考え方をお伺いし

ましたが、この一応外部となっている、外部なの

か内部なのかちょっと詳しくわかりませんが、こ

この行政機関、ここのところの仕事の量とかとい

うのはだれがどういうふうに調査するのでしょ

う。
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〇議長（村中徹也） 総務政策部長。

〇総務政策部長（阿部 昇） 先ほどの答弁にもあ

りましたように、財団法人の電源地域振興センタ

ー、こちらの調査事業という位置づけで昨年度、

平成21年度に全庁的な業務量調査、この中に各行

政委員会等も含めて調査の網にかけてございま

す。

〇議長（村中徹也） 26番。

〇26番（斉藤孝昭） わかりました。職員の労務管

理については終わりますが、先ほど壇上で言いま

したとおり、余りにも忙し過ぎると、市民に対し

てのサービスの低下という話もしましたけれど

も、それ以外にむつ市の市役所の職員が適正とい

うよりも、正しい労務管理のもとに仕事をしてい

ることが、やっぱり他の企業にも参考になると思

いますし、仮に時間外労働をやっているのに手当

をもらっていないみたいなことが余りにも当たり

前のように表舞台に出てくると、では役所でも適

当にやっているのだから、周りの企業だって同じ

ように我慢しようぜと、させようというふうな考

えになってしまうと、これまた大変なことになり

ますので、ぜひ労務管理についてはこれからも正

しい制度で、それに従っていろいろやってほしい

と思います。

次は、子ども夢育成基金についてであります。

教育長の話でいくと、簡単に言えば今までどおり

ということでありますが、私が壇上で話ししたコ

マーシャル媒体になっているということ、東北大

会、全国大会、あるいは県大会でもいいのですけ

れども、地方遠征している運動または芸術、文化

の種目の方々が地方に行くと、むつ市のコマーシ

ャル媒体になっているという話を聞いて、どうい

うふうに思いましたか。別にそんなことないと思

、 、っているのか それともそうだと思っているのか

まずはお聞かせ願います。

〇議長（村中徹也） 教育長。

〇教育長（遠島 進） 子供たちが活躍してくれる

というのは、市民にとってもうれしいことであり

ますし、そして今議員ご指摘のとおり、大きな宣

伝になるものというふうに認識しているところで

ございます。

以上でございます。

〇議長（村中徹也） 26番。

〇26番（斉藤孝昭） だったらお金出してもいいと

思うのですけれども、その予算の枠の中で約束ど

おりやったら、多分３分の１補助、今までどおり

やったほうが楽だと思います。だけれども、だれ

もがみんな思っているのです。外に出ると、やっ

ぱりむつ市の知名度絶対上がるし、そっちの現地

に行っても、活躍すればするほど、むつ市ってど

んなことしているのと、何でそんなに強いの、う

まいのというふうになっているはずなのです。教

育現場にいる人たちは、特にそう思っていると思

います。それをわかっていながら、３分の１だけ

で行ってこいというのは、これもまたちょっとど

うかなと思うのですけれども、先ほど教育長の答

弁で、県内の状況を見るとというふうなことを言

っておりましたが、県内って、別にむつ市以外の

ところはどうでもいいのです。実際むつ市でどう

しようかと、どうしたいのだと、どうしたらいい

かということだと思うのですけれども、予算持っ

ていない教育委員会に幾ら言っても仕方ないの

で、市長、どうですか。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 今教育長の答弁のとおりで

あります。子供たちがそういうふうな形で全国大

会、東北大会に出るということは、ご家庭はもと

より、それはまた学校の名誉、誇りにもなります

し、また地域の名誉、誇りにもなっていると、私

はそういうふうに認識をいたしておりますし、本

当にそれが新聞紙上で、むつ市何とか小学校、何

とか中学校と、この子たちが合唱コンクールもし



- 93 -

くはまた楽器、スポーツ、器楽演奏、そういう形

でマスコミにのっかるというふうなことは非常に

地域の大きな力になってきますし、まさしくそれ

が教育の力、地域力ということにつながっていく

というふうな思いをいたしておるところでありま

す。その部分については、今年度初めてこういう

ふうな形の子ども夢育成基金と。これまで私がこ

の職についてから、子供たちが元気いっぱいに各

種大会、全国大会、東北大会、各地域の子供たち

がそうやって一生懸命頑張って大会に出ている。

そのたびごとに財政状況どうなのだとか何とか

と、そういうふうなことを、それを何とか払拭し

て、もっともっとさまざまな形の中で、ご寄附も

この前、実はありました。市政だよりの中でお知

らせをさせていただきました。そういう形の中で

この基金を、夢を膨らませる基金も膨らませると

いうふうな体制をとっていく必要があろうと、こ

のように思います。多分また二の矢が来ると思い

ますけれども、１回目はこの程度にさせていただ

きます。

〇議長（村中徹也） 26番。

〇26番（斉藤孝昭） 前にもふるさと納税の項目を

つけてほしいと。当然この子ども夢育成基金もふ

るさと納税の対象項目になりますよね、間違いな

く。となると、やっぱりふるさと納税をしてくれ

る人はいろんなことに使ってほしいと思っている

はずです。仮に私がふるさと納税するときは、ど

ういう使われ方したのかなというふうなことを思

いますが、３分の１だけの補助でなかなかうまく

いかないと思いますよ。やっぱり全額補助して、

快く送り出して大活躍してきてほしいというのが

多分市長の考えだと思います。なので、ぜひここ

、 、の金額については 今すぐ答えろと言いませんが

ぜひ検討してほしいというふうに思いますが、市

長、どうでしょう。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 全額補助となりますと、ま

たさまざまな形の中で子供たちの思いというの

が、バランスがちょっと崩れたりする場面が出て

くるのではないかなと、こういうふうな思いがい

たします。そこには、やはり教育的配慮というふ

うな考え方もあろうかと思います。例えば一生懸

、 、命やっていると そういうふうな部分については

それは市としてはある程度のところはバックアッ

プします。しかし、またご家庭でもバックアップ

してもらわなければいけない。それを一概に全額

市として補助しますよというふうなことになりま

すと、自らの努力を、これは顕彰、褒めたたえて

くれる部分は、本人にとっては非常にうれしいこ

とだと思いますけれども、ここにはやはり一つ教

育的な配慮というふうな考え、視点というふうな

ことも私は必要なのではないかなと。しかしなが

ら、今のお話の中で、現在は３分の１であります

けれども、今年度の状況を見つつ、どういうふう

な形が、どのくらいの補助率が、県内のほかの市

のことは余り意識はせず、教育的配慮の視点から

も見ながら、３分の１を少し超えるような形の中

で何か方法がないのか、どの程度のものがいいの

かというふうなことは教育委員会とも協議をしな

がら、次年度以降に向けて検討を重ねていきたい

と、このように思います。

〇議長（村中徹也） 26番。

〇26番（斉藤孝昭） ぜひお願いします。

そこで、今は教育委員会が所管の話をずっとし

てきましたが、高校生ではないです、地域スポー

ツクラブ。学校の部活ではなくて、地域でやって

いるクラブの大会が今は数多くあります。都会に

行くと、学校の部活はほとんどなしで、地域スポ

ーツクラブでほとんどやって上部大会に行くとい

うふうな方法になっておりますが、むつ市も今学

校の部活動を経て東北大会、全国大会の助成とい

うことになっていますが、地域スポーツクラブが
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その上部の大会に代表として行く場合の補助もこ

れからこの基金からしてもらいたいと。できるの

でしょうか、市長、お答えください。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） そこにやはり来たのかなと

思いました。地域スポーツクラブ、これもやはり

さまざまな形の中で地域スポーツクラブを指導な

さって、力をつけている陸上、そしてまた駅伝、

そういうふうな形の中で、非常に子供たちの競技

力が高まっているということは、私は認識を深く

しておりますし、何としてもバックアップしたい

なと、気持ちだけではなくというふうな思いはあ

ります。けれどもこれは、やはり各学校から集ま

っているような部分、そういうふうな部分が当然

あるわけでございますので、そういうふうなとこ

ろに仮にこれまでの３分の１、または３分の１を

超えるプラス幾らとか、何％とかというふうな部

分にかさ上げをした場合どういうふうな課題が生

じてくるのか、やはりこれも研究しなければいけ

ないと思うのです。そこに公平性というふうな部

分、それもやはり一つ視野に入れなければいけま

せん。ならば今度は学校のクラブではなくて、ど

んどん、どんどん地域スポーツクラブというふう

な形のほうに流れていくと、果たしてそれが学校

教育の中で、スポーツ、文化、そういうふうな面

で可能なのかどうか。そういうふうなこともさま

ざま協議する、研究する材料が今のお話の中で出

てまいりましたので、それらもあわせて、また地

域スポーツクラブでご支援をしていただいており

ます斉藤議員のお話も参考にさせていただきなが

ら十分研究を深めていきたいと、このように思い

ます。

〇議長（村中徹也） 26番。

（ ） 。〇26番 斉藤孝昭 これが行政の悪いところです

所管が教育委員会だから教育委員会が所管するも

のしかだめだとなるのです。教育委員会でなけれ

。 。 、ば問題ないのです 問題あるのですか いえいえ

問題ないですよ。例えば所管の部署を変えればい

いのでしょう。だめなのですか。できるじゃない

ですか、市長の判断で。できますよね。多分でき

るはずなのです。なので、教育委員会というふう

なところに所管とやると、教育委員会が所管する

ところしかだめなのです。なので、市長部局のど

こか、例えば民生部で所管すると、今の話は解決

するわけです。ただ、方法によっては、市長が言

うとおり、やみくもに何でもありだというふうな

ことを防ぐために、ここで登録制をすればいいの

です。団体の登録。そして、その団体の登録をし

てもらって、そこに対して基準の申請があった場

合は補助すればいいのです。それだけの話なので

す。当然補助した以上は結果も求めると。求める

というのは、その結果というのは成績ではないで

す。行ってきて、こういうことになりましたとい

う結果を求める。それを公表すればいいのです。

そうすれば、みんないっぱい寄附するのではない

ですか、いいことに使っているといって。どうで

すか。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） なかなかそういうふうなご

提案、初めてお聞きいたしますので、それもあわ

せて研究をさせていただきたいと。ただ、その教

育委員会というふうなことを言いましたけれど

も、やはりそれは現場の先生方の、先ほどお話を

いたしましたように、教育的配慮というふうなも

のがあろうと思うのです。これは、私もかつては

子供たちがいっぱい勉強する場面に携わったこと

がありますけれども、やはり現状の小・中学生の

状況、そしてまた家庭の感じ方、子供たちのとら

え方、そういうふうなものを全般的に教育のプロ

からお話を伺いながら研究を深めていかなければ

いけないということで、決して教育委員会に投げ

たというふうなことではありません。十分これは



- 95 -

ただいまのご提言を受けまして協議をし、研究を

、 、深めていって 次年度からは何とかいいところで

ご納得いくかどうかわかりませんけれども、それ

なりの上乗せは何とかしてやって子供たちを励ま

してやりたいなと、こんな思いでございます。子

供たちは地域の宝物でありますので、そういうこ

とで進めていきます。

〇議長（村中徹也） 26番。

〇26番（斉藤孝昭） では、今の件については最後

にしますが、今市長が言われた学校の部活、教育

委員会、学校の先生というふうな関係をお話しし

しましたが、一方で学校の部活でありながらスポ

ーツ少年団登録をしてスポ少の大会に行っている

のです。それは、学校の部活と違うと言いながら

も、学校の部活動の一環でやっているのです。そ

のすみ分けが名前だけが違うというだけで、内容

は一緒なのだけれども、名前が違うということだ

けなのです。片や小学校、中学校、小体連、中体

連については補助しますと。だけれども、スポー

ツ少年団、同じメンバーで同じ監督、先生でスポ

ーツ少年団登録していると補助は出さないという

ふうなことは、やっぱり直すべきだと思います。

ぜひ来年度からやるというふうな話をしましたの

で、何とか……検討する、済みません、検討して

ください。よろしくお願いします。

では、３つ目お願いします。公園の維持管理と

、 、いうことでありましたが 代官山公園については

市長答弁のとおりでいいと思いますが、ただ検討

するだけだったらなかなか先に進みませんので、

多分大分前からあそこは直したほうがいいなとい

う話は出ていたと思います。だけれども、予算の

面、あとは方法によってだんだん長く延びてきて

いるのだと思いますが、現状は市長が知っている

とおりでありますので、ぜひ予算要求したところ

にはうまく配慮してあげる方法もひとつお願いし

たいと思います。

水源池公園については、もうこれもすばらしい

ことで、国の重要文化財、むつ市に国の重要文化

財が何個あるかわかりませんが、本当にこれをど

うやって活用していくかというふうなことがこれ

からの、あそこの地区を活用していく目玉になっ

ていくと思うのです。そこで、先ほど市長答弁で

は観光に役立てたいということで、それに基づい

た整備をしていくということでありましたが、違

う考えで、あそこを教育の教材としてどういうふ

うに活用していくのかというふうな考え方はない

のかどうか、お知らせください。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） あの場所、水源池公園、そ

れから石づくりのかつての旧大湊高校女子寮、現

在の文化財収蔵庫、あのあたりをどういうふうな

形で教育にというふうな発想を今突然問われたわ

けですけれども、やはりあの部分は、建築学的に

は100年前の石で本当につくったものであると、

こういうふうな部分、100年前にこういう建築技

術があったのだというふうな、そういうふうな場

面もあろうかと思います。さらにまた、これは自

衛隊の関連施設もあります。平和に対しての教育

の場面、こういうふうなものもあろうかと思いま

す。さらにまた、釜臥山のほうに向かっては水源

地の砂防ダムがあって、環境に非常にすばらしい

ああいうふうな場面。ですから、環境教育という

ふうなさまざまな生かし方、ツールとしての生か

し方、これもあろうかと思います。そういうふう

なことは今後これからこの一帯を、住民の、市民

の皆さん方のご意見を聞きながらワークショップ

で形づくって、そして全体の構想を策定していき

たいと。

こういうふうなことは、これまで市としては一

方的に、これはややもすれば一方的な計画、こう

ですからというふうな形で整備構想を打ち上げて

きたわけですけれども、やはりあれはもうかつて
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からあの周辺の方々、地域の方々が大切にしてき

た歴史資産であるし、そしてあの雰囲気、その環

境をどういうふうな形でこれからまちづくりの中

で生かしていくのかというふうなご意見を賜りな

がら構想を策定していきたいと。また、市のほう

も、これは内部的な話なのですけれども、水源池

公園は文化財ですので、これは教育委員会、それ

から都市公園のほうは建設部とか、また観光です

と経済部と、そういうふうな縦割りを排除して、

私はその意味から、今年度から政策推進監を設置

いたしまして、政策調整会議というふうなものを

設置して、ここの部分で部横断的に、それから委

員会、教育委員会のそういうふうな垣根を取っ払

って、その政策調整会議の中でこのまちづくりに

ついて、大湊地区のあの部分のまちづくりについ

て大いに検討するようにというふうな形で命じ

、 。て 何回か今協議を進めているところであります

その部分においては、市民の皆さんの多くの声を

お聞きしながら、この構想をつくっていきたいと

いうふうな思いでおります。

〇議長（村中徹也） 26番。

〇26番（斉藤孝昭） ぜひそういうふうにお願いし

たいと思います。

今市長から各部署の垣根を越えてというふうな

すばらしいお答えをいただいたのですが、ちょっ

と戻って、先ほどの育成基金の件も、垣根を越え

て民生部、できると言ったのですから、やってく

ださい、ぜひ。本当にこれだけは、もうこの基金

ができたときに、市長、すごいなと思ったぐらい

私は喜びました。ただ、中身がこれだったら全然

何ら変わらないので、いいものにするためには、

ぜひ行政の中の垣根を越えて、いいものにお願い

したいと思います。

以上で一般質問を終わります。

〇議長（村中徹也） これで、斉藤孝昭議員の質問

を終わります。

◎散会の宣告

〇議長（村中徹也） 以上で本日の日程は全部終わ

りました。

なお、明６月19日及び20日は休日のため休会と

し、６月21日は鎌田ちよ子議員、目時睦男議員、

新谷泰造議員、野呂泰喜議員の一般質問を行いま

す。

本日はこれで散会いたします。

午後 ３時０９分 散会
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